
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
を

　
　

持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

広報｢なぎ」

 4平成24年
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町
長
施
政
方
針

第1回定例会
議 会

持
続
可
能
な
地
域
力
溢
れ
る
奈
義
町
を
目
指
し
て

｢

優
し
さ
と
思
い
や
り
の
ま
ち
づ
く
り｣

　

第
15
期
の
町
長
の
職
に
就
か
せ
て
い
た
だ
き
、

は
や
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
町
民
の
皆

様
か
ら
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
こ
の
素
晴
ら
し

い
奈
義
町
の
発
展
の
た
め
、
「
優
し
さ
と
思
い
や

り
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に

全
力
を
傾
注
し
、
職
員
と
と
も
に
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

●
子
育
て
・
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

　

本
町
の
子
育
て
支
援
は
、
乳
幼
児
・
児
童
生
徒

の
医
療
費
無
料
化
や
法
定
外
ワ
ク
チ
ン
接
種
補
助

な
ど
様
々
な
手
厚
い
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

２４
年
度
か
ら
は
「
奈
義
町
子
育
て
応
援
宣
言
」
を

掲
げ
、
制
度
の
更
な
る
充
実
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
就
学
支
援
金
給
付
制
度
を
現
行
の
一
年

か
ら
三
年
間
支
給
で
き
る
よ
う
に
拡
大
し
、
更
に

医
療
費
に
つ
い
て
も
、
高
校
生
ま
で
医
療
費
全
額

を
無
料
化
し
、「
子
育
て
す
る
な
ら
奈
義
町
」
と

言
わ
れ
、
若
者
が
安
心
し
て
定
住
で
き
子
育
て
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

●
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

　

高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
高
齢
者
の
方
々
に
今

後
も
現
役
世
代
と
し
て
ま
す
ま
す
活
躍
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
各
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
を

高
齢
者
が
集
え
る
「
地
域
サ
ロ
ン
」
を
開
設
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
室
内
用
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
資
機

材
等
を
整
備
し
、
今
後
、
積
極
的
な
活
用
が
で
き

る
よ
う
に
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

現
在
、
見
直
し
中
の
「
奈
義
町
地
域
防
災
計

画
」
を
、
国
や
岡
山
県
の
計
画
を
踏
ま
え
本
町
の

実
情
に
即
し
た
計
画
に
改
定
し
、
併
せ
て
、
溜
池

決
壊
等
の
想
定
外
の
災
害
を
想
定
し
た
被
害
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
備
蓄

倉
庫
を
含
め
た
備
蓄
資
材
の
充
実
を
検
討
し
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

町
民
皆
様
に
「
自
ら
の
安
全
は
自
ら
で
守
る
」、

「
地
域
の
安
全
は
、
地
域
で
守
る
」
と
の
意
識
を

持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
自
主
防
災
組
織
の
結

成
・
育
成
を
推
進
し
、
町
内
１９
地
区
の
う
ち
未
結

成
の
７
地
区
を
２４
年
度
内
に
結
成
し
、
全
地
区
で

結
成
し
て
い
た
だ
く
計
画
で
す
。

●
農
業
振
興
に
つ
い
て

　

農
地
・
水
・
保
全
管
理
支
払
交
付
金
事
業
を
一

層
推
進
し
、
共
同
活
動
に
よ
る
農
地
を
含
む
地
域

の
環
境
保
全
と
地
域
間
で
の
交
流
を
図
り
、
更
に

は
用
水
路
改
修
な
ど
施
設
の
長
寿
命
化
を
行
い
、

自
立
し
た
農
業
組
織
の
育
成
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
菜
の
花
を
緑
肥
と
す
る
水
稲
栽
培
を
推
奨
し
、

「
安
全
安
心
な
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
米
」
を
定
着
さ

せ
、
米
価
の
価
格
確
保
と
と
も
に
花
に
よ
る
集
客

を
図
り
ま
す
。

●
観
光
振
興
に
つ
い
て

　

那
岐
山
麓
山
の
駅
を
は
じ
め
、
現
代
美
術
館
、

横
仙
歌
舞
伎
な
ど
豊
か
な
自
然
や
伝
統
芸
能
な
ど

の
地
域
資
源
を
全
国
に
向
け
て
情
報
発
信
し
ま
す
。

ま
た
、
都
市
部
か
ら
観
光
客
を
呼
び
込
む
都
市
交

流
バ
ス
や
本
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成

し
、
本
町
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
や
滞
在
型
観
光
の
推
進
、

自
ら
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
農
家
民
泊
の
取
り

　

平
成
24
年
奈
義
町
議
会
第
１
回
定
例
会

が
３
月
８
日
に
開
会
さ
れ
、
19
日
に
全
日

程
を
終
え
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
花
房
町
長
か
ら
施
政
方
針

演
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

広
報
紙
で
は
、
施
政
方
針
の
概
要
、
審

議
さ
れ
た
議
案
な
ど
の
あ
ら
ま
し
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

2

施　

政　
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針



町
長
施
政
方
針

第1回定例会
議 会

持
続
可
能
な
地
域
力
溢
れ
る
奈
義
町
を
目
指
し
て

｢

優
し
さ
と
思
い
や
り
の
ま
ち
づ
く
り｣

組
み
を
本
格
化
さ
せ
、
来
町
者
の
増
加
を
目
指
し

ま
す
。

●
教
育
関
係
に
つ
い
て

　

教
育
は
、
家
庭
教
育
力
を
基
本
と
し
な
が
ら
、

小
学
校
１
年
生
を
対
象
と
す
る
グ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト

事
業
、
学
習
支
援
を
休
日
に
行
う
ホ
リ
デ
ー
わ
く

わ
く
学
習
事
業
な
ど
確
か
な
学
力
向
上
を
目
的
に

施
策
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
継
続
し
て
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
シ
ョ
ン

に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
の

プ
ー
ル
の
修
繕
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

●
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

　

本
町
の
地
方
財
政
法
に
基
づ
く
財
政
力
指
数
及

び
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
指
標
は
、
良
好
で
あ

り
、
県
下
で
も
上
位
に
位
置
し
、
健
全
運
営
が
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
「
奈
義
町
行
財
政
改
革
大

綱
」
（
平
成
１９
年
度
策
定
）
は
平
成
２４
年
度
を
目

標
年
度
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
、
単
独
行

政
を
堅
持
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
す
る
こ
と

な
く
経
費
削
減
と
行
政
効
率
を
向
上
さ
せ
る
よ
う

２５
年
度
以
降
の
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
す
。

※
施
政
方
針
の
内
容
は
抜
粋
・
要
約
し
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。

一
般
会
計
総
額　
　
　

32
億
９
、
０
０
０
万
円

（
対
前
年
度
比 

５
％
減　

１
億
７
、
４
０
０
万

円
の
減
額
）

（
詳
細
は
Ｐ
４
～
５
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

 

一
般
会
計
（
第
七
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
０
、
４
９
２
万
円
を

減
額
し
、
総
額
41
億
２
、
３
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

☆
歳
入
の
主
な
も
の

　

・
繰
入
金　
　
　
　
　
　

△
６
、
７
７
７
万
円

　

・
国
庫
支
出
金　
　
　
　

△
４
、
２
３
６
万
円

☆
歳
出
の
主
な
も
の

　

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金　

５
、
０
０
９
万
円

　

・
庁
舎
管
理
費　
　
　
　

△
２
、
５
０
０
万
円

 

特
別
会
計

　

予
算
総
額
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

・
国
民
健
康
保
険　
　

７
億
０
、
３
４
２
万
円

　

・
豊
並
財
産
区　
　
　
　
　
　
　

９
０
５
万
円

　

・
分
譲
地
造
成　
　
　
　
　

２
、
６
１
５
万
円

　

・
土
地
取
得　
　
　
　
　
　

２
、
２
４
２
万
円

　

・
介
護
保
険　
　
　
　

６
億
７
、
２
８
６
万
円

　

・
下
水
道　
　
　
　
　

５
億
０
、
８
７
２
万
円

　

・
上
水
道

　
　

収
益
的
収
入　
　
　

２
億
０
、
１
６
８
万
円

　
　

収
益
的
支
出　
　
　

２
億
０
、
１
６
８
万
円

　
　

資
本
的
収
入　
　
　

１
億
３
、
８
５
５
万
円

　
　

資
本
的
支
出　
　
　

１
億
９
、
５
９
５
万
円

　

・
工
業
用
水
道

　
　

収
益
的
収
入　
　
　
　
　

１
、
４
６
１
万
円

　
　

収
益
的
支
出　
　
　
　
　

１
、
４
６
１
万
円

□
条
例

◆
奈
義
町
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
設
置
条
例

　

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
簡
素
で
効

率
的
な
町
政
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
設
置
し

ま
す
。

◆
奈
義
町
町
制
施
行
６０
周
年
記
念
事
業
準
備
基
金

条
例

◆
奈
義
町
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
支
給
条
例

　

就
学
支
援
金
給
付
制
度
を
現
行
の
一
年
か
ら
三

年
間
支
給
で
き
る
よ
う
に
拡
大
し
ま
す
。

◆
奈
義
町
乳
幼
児
及
び
児
童
生
徒
医
療
費
給
付
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
奈
義
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他
８
件

□
契
約

◆
奈
義
町
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
下
水

管
渠
布
設
工
事
そ
の
２
請
負
変
更
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

◆
奈
義
町
文
化
セ
ン
タ
ー
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
備
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

□
報
告

◆
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

・
成
松
地
区
砂
防
堰
堤
設
置
工
事
請
負
変
更
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

□
選
挙

◆
奈
義
町
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
に

つ
い
て

□
そ
の
他

◆
奈
義
町
子
育
て
応
援
宣
言
に
つ
い
て

◆
所
管
事
務
等
の
調
査
に
つ
い
て

□
委
員
会
付
託
と
し
た
も
の

◆
人
権
侵
害
救
済
法
案
に
反
対
す
る
意
見
書
提
出

に
つ
い
て
の
請
願

◆
衆
議
院
の
比
例
定
数
８０
削
減
に
反
対
し
、
民
意

の
反
映
を
重
視
す
る
選
挙
制
度
へ
抜
本
改
革
を

求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

□
採
択
と
し
た
も
の

◆「
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
り
推
進
す
る
基
本
法（
仮

称
）」
の
制
定
を
促
す
意
見
書
採
択
の
お
願
い

◆「
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
り
推
進
す
る
基
本
法（
仮

称
）」
の
法
制
化
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）
の

提
出
に
つ
い
て

3

可
決
さ
れ
た
議
案
な
ど

請　

願
・
陳　

情

□
平
成
24
年
度
当
初
予
算

□
平
成
23
年
度
補
正
予
算

意　
　

見　
　

書



会　　　　計　　　　名

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

豊 並 財 産 区

柿 財 産 区

予　算　額

6億7,800万円

7,250万円

6億9,452万円

870万円

590万円

会　　　　計　　　　名

分 譲 地 造 成

土 地 取 得

下 水 道

収 益 的 費 用

資 本 的 費 用

工 業 用 水 道 事 業

予　算　額

4,800万円

2,080万円

6億2,900万円

2億0,350万円

1億7,274万円

1,710万円

25億5,076万円

注：全項目について、四捨五入しています。

上 水 道 事 業

計

●一般会計 予算

特別会計等

歳　入
32億9,000万円

歳　出
32億9,000万円

自主　　　24.9％

依存財源　75.1％

32億9,000万円の使い道

平成24年度

地方交付税
 15億1,500万円
　　　　（46.0％）

議会費 6,986万円（2.1％）
議会活動のために

総務費
5億7,328万円（17.4％）
光ファイバー網維持管理・全般的な
事務のために

民生費
6億7,687万円（20.6％）
福祉の充実のために

消防費
1億2,962万円（4.0％）
消防防災や防災行政無線
設備の管理のために

商工費
3,699万円（1.1％）

土木費
4億3,467万円（13.2％）
道路や河川の整備事業のために

公債費
3億1,001万円（9.4％）
町債の償還　　　　　　
のために　　　　　　

　教育費
4億2,407万円（12.9％）
学校教育や
社会教育の
充実のために

農林水産業費
3億0,897万円（9.4％）
農林業の振興のために

　平成24年度予算が奈義町議会３月定例会で可決されました。
　今年度の予算は、国の地方財政計画の内容、まちづくり総合計画、そして
奈義町過疎地域自立促進市町村計画等を踏まえて、予算編成を行っています。
　一般会計の予算総額は32億9,000万円で前年度当初予算額と比較すると１
億7,400万円（5％減）の減額となっています。
　行財政改革の推進と財政の健全化を堅持し、各分野において行政サービス
を維持しつつ事務事業の効率化により限られた財源を真に必要な分野に重点
配分した予算編成を行っています。

予算特集

町債
2億2,340万円（6.8％）

県支出金
1億9,122万円（5.8％）

町税
5億3,360万円
   　　 （16.2％）　国庫支出金

3億3,908万円
　　　 （10.3％）

地方消費税交付金 5,600万円（1.7％）
地方譲与税 7,300万円（2.2％）

国有提供施設等所在市町村助成交付金 4,800万円（1.5％）

利子割交付金 180万円（1％未満）
配当割交付金 100万円（1％未満）
株式等譲渡所得割交付金 25万円（1％未満）

自動車取得税交付金 1,800万円（1％未満）
地方特例交付金 150万円（1％未満）
交通安全対策特別交付金 150万円（1％未満）

分担金及び負担金 1,153万円（0.4％）

労働費 300万円（0.1％）

予備費 1,000万円（0.3％）

衛生費
3億1,266万円（9.5％）
保健活動や清掃のために

使用料及び手数料
　　6,460万円（2.0％）グ

ラ
フ
で
見
る

　
　

一
般
会
計
　

歳
入
歳
出

財産収入
　 3,370万円（1.0％）
寄附金
　　  3万円（1％未満）
繰越金
　 5,000万円（1.5％）
諸収入
1億2,679万円（3.9％）
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会　　　　計　　　　名

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

豊 並 財 産 区

柿 財 産 区

予　算　額

6億7,800万円

7,250万円

6億9,452万円

870万円

590万円

会　　　　計　　　　名

分 譲 地 造 成

土 地 取 得

下 水 道

収 益 的 費 用

資 本 的 費 用

工 業 用 水 道 事 業

予　算　額

4,800万円

2,080万円

6億2,900万円

2億0,350万円

1億7,274万円

1,710万円

25億5,076万円

注：全項目について、四捨五入しています。

上 水 道 事 業

計

●一般会計 予算

特別会計等

歳　入
32億9,000万円

歳　出
32億9,000万円

自主　　　24.9％

依存財源　75.1％

32億9,000万円の使い道

平成24年度

地方交付税
 15億1,500万円
　　　　（46.0％）

議会費 6,986万円（2.1％）
議会活動のために

総務費
5億7,328万円（17.4％）
光ファイバー網維持管理・全般的な
事務のために

民生費
6億7,687万円（20.6％）
福祉の充実のために

消防費
1億2,962万円（4.0％）
消防防災や防災行政無線
設備の管理のために

商工費
3,699万円（1.1％）

土木費
4億3,467万円（13.2％）
道路や河川の整備事業のために

公債費
3億1,001万円（9.4％）
町債の償還　　　　　　
のために　　　　　　

　教育費
4億2,407万円（12.9％）
学校教育や
社会教育の
充実のために

農林水産業費
3億0,897万円（9.4％）
農林業の振興のために

　平成24年度予算が奈義町議会３月定例会で可決されました。
　今年度の予算は、国の地方財政計画の内容、まちづくり総合計画、そして
奈義町過疎地域自立促進市町村計画等を踏まえて、予算編成を行っています。
　一般会計の予算総額は32億9,000万円で前年度当初予算額と比較すると１
億7,400万円（5％減）の減額となっています。
　行財政改革の推進と財政の健全化を堅持し、各分野において行政サービス
を維持しつつ事務事業の効率化により限られた財源を真に必要な分野に重点
配分した予算編成を行っています。

予算特集

町債
2億2,340万円（6.8％）

県支出金
1億9,122万円（5.8％）

町税
5億3,360万円
   　　 （16.2％）　国庫支出金

3億3,908万円
　　　 （10.3％）

地方消費税交付金 5,600万円（1.7％）
地方譲与税 7,300万円（2.2％）

国有提供施設等所在市町村助成交付金 4,800万円（1.5％）

利子割交付金 180万円（1％未満）
配当割交付金 100万円（1％未満）
株式等譲渡所得割交付金 25万円（1％未満）

自動車取得税交付金 1,800万円（1％未満）
地方特例交付金 150万円（1％未満）
交通安全対策特別交付金 150万円（1％未満）

分担金及び負担金 1,153万円（0.4％）

労働費 300万円（0.1％）

予備費 1,000万円（0.3％）

衛生費
3億1,266万円（9.5％）
保健活動や清掃のために

使用料及び手数料
　　6,460万円（2.0％）グ

ラ
フ
で
見
る

　
　

一
般
会
計
　

歳
入
歳
出

財産収入
　 3,370万円（1.0％）
寄附金
　　  3万円（1％未満）
繰越金
　 5,000万円（1.5％）
諸収入
1億2,679万円（3.9％）
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・
乳
幼
児
及
び
児
童
生
徒
医
療
費
給
付
事

　

業（
高
校
生
ま
で
医
療
費
給
付
拡
充
）

　

３
、０
０
０
万
円

　

中
学
生
ま
で
の
医
療
費
給
付
に
加
え
、
平
成
23

年
度
に
高
校
生
入
院
医
療
費
ま
で
無
料
化
と
し
ま

し
た
が
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
高
校
生
ま
で
の
医

療
費
を
全
額
を
給
付
し
ま
す
。

・
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金

　

９
０
０
万
円

　

平
成
19
年
度
か
ら
高
校
入
学
時
（
１
年
度
限

り
）
に
就
学
支
援
金
５
万
円
を
支
給
し
て
い
ま
す

が
、
通
学
費
等
の
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
平
成
24
年
度
か
ら
３
年
間
（
毎
年
度
）
に
支

給
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

・
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
太
陽
光
発
電
施

設
設
置

２
、０
５
０
万
円

　

低
炭
素
社
会
づ
く
り
や
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

と
と
も
に
、
施
設
の
維
持
管
理
費
を
抑
制
す
る
た

め
防
衛
施
設
周
辺
民
生
安
定
事
業
で
、
保
健
相
談

セ
ン
タ
ー
屋
上
に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
（
15
Ｋ
Ｗ

／
ｈ
）
を
設
置
し
ま
す
。

　

＜
太
陽
光
発
電
写
真
＞

・
地
域
サ
ロ
ン
事
業
（
地
域
サ
ロ
ン
事

　

業
交
付
金
・
地
域
介
護
予
防
活
動
支

　

援
事
業
）

　

１
６
５
万
円

　

在
宅
生
活
を
営
む
高
齢
者
に
対
し
て
、
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
各
地
区

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
で
、
地
域
の
特
色
を
生

か
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
介
護
予
防
を
図
り
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
を
持
ち
健
や
か
な
在
宅

生
活
を
お
く
る
た
め
、
そ
の
取
り
組
み
を
支
援
し

ま
す
。

＜
地
域
サ
ロ
ン
写
真
＞

・
宮
内
広
岡
線
改
良
工
事
（
林
橋
改
良

工
事
）　

２
、２
０
５
万
円

　

長
年
通
行
に
支
障
の
あ
り
ま
し
た
宮
内
地
区
の

宮
内
広
岡
線
林
橋
を
拡
幅
改
良
し
ま
す
。

・
ま
き
ス
ト
ー
ブ
等
設
置
補
助
事
業

　

５
０
万
円

　

森
林
資
源
を
有
効
に
活
用
で
き
る
環
境
を
整
備

し
、
木
材
の
地
産
地
消
及
び
環
境
に
や
さ
し
い
低

炭
素
社
会
の
推
進
を
図
る
た
め
、
住
宅
に
ま
き
ス

ト
ー
ブ
及
び
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
の
設
置
に
補
助
し
、
普
及
を
図
り
ま
す
。
ス
ト

ー
ブ
購
入
費
の
１
／
４
補
助
（
上
限
２
万
５
千

円
）

・
馬
桑
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
新

　

築
事
業

１
、１
８
０
万
円

　

老
朽
化
し
た
馬
桑
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

（
１
０
２
㎡
）
の
新
築
に
対
し
、
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
な
ど
を
活
用
し
、
補

助
を
行
い
ま
す
。

・
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

改
修

　

３
、１
８
９
万
円

　

シ
ー
ト
破
損
、
濾
過
機
故
障
等
が
あ
る
海
洋
セ

ン
タ
ー
プ
ー
ル
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
し
て
、
健
康

増
進
、
体
力
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
図
る

た
め
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
助
成
を
受
け
、
改
修
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
本
年
度

本
町
で
取
り
組
ま
れ
る
新
規
事
業
や
拡
充
事
業
な

ど
主
要
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
奈
義
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成

　

１
３
０
万
円

　

本
町
の
よ
さ
の
再
発
見
や
郷
土
愛
の
醸
成
を
図

る
と
と
も
に
、
町
外
に
本
町
の
豊
か
な
地
域
資
源

を
情
報
発
信
す
る
た
め
、
本
町
の
行
事
・
イ
ベ
ン

ト
・
自
然
な
ど
の
地
域
資
源
を
被
写
体
と
し
た
写

真
を
公
募
し
、
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作

成
し
ま
す
。

・
町
制
施
行　
周
年
記
念
事
業
準
備
基

金
積
立

　

３
、０
０
０
万
円

　

平
成
27
年
２
月
１
日
で
町
制
施
行
60
周
年
を
迎

え
る
た
め
、
平
成
24
年
度
か
ら
事
業
準
備
を
実
施

し
ま
す
。
実
施
に
向
け
て
単
年
度
の
財
政
負
担
を

軽
減
し
、
記
念
事
業
に
要
す
る
財
源
に
充
当
す
る

た
め
の
財
源
を
醸
成
す
る
た
め
、
基
金
の
積
み
立

て
を
行
い
ま
す
。

・
奈
義
有
機
セ
ン
タ
ー
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
事
業
　

３
、５
５
３
万
円

　

本
町
の
主
幹
産
業
で
あ
る
畜
産
業
に
よ
る
環
境

汚
染
の
防
止
を
図
り
、
堆
肥
の
土
壌
還
元
に
よ
る

収
益
性
の
高
い
農
業
経
営
の
た
め
、
平
成
６
年
か

ら
農
家
の
方
々
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
奈
義
有
機

セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
県
が

実
施
す
る
奈
義
有
機
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
に
係
る

事
業
費
の
35
％
と
事
務
費
を
予
算
化
し
て
い
ま

す
。
（
撹
拌
機
２
基
・
ス
ク
リ
ュ
ー
コ
ン
ベ
ア
取

替
４
基
・
防
臭
シ
ー
ト
張
替
一
式
な
ど
）

・
有
害
鳥
獣
駆
除
（
猪
・
鹿
誘
導
捕
獲

檻
設
置
助
成
事
業
）　

２
８
０
万
円

　

猟
友
会
交
付
金
８
万
円
、
有
害
鳥
獣
駆
除
奨
励

金
（
上
限
１
０
０
頭
）
２
３
０
万
円
、
猪
等
防
護

柵
設
置
補
助
金
６
１
９
万
円
の
ほ
か
、
鹿
等
の
一

斉
捕
獲
・
大
量
捕
獲
を
図
る
た
め
、
大
規
模
な
誘

導
捕
獲
檻
設
置
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

・
都
市
交
流
バ
ス
事
業
　

６
０
万
円

　

交
流
人
口
の
増
加
と
本
町
の
豊
か
な
地
域
資
源

を
Ｐ
Ｒ
し
、
農
業
・
商
業
・
観
光
振
興
を
図
り
ま

す
。
菜
の
花
ま
つ
り
や
そ
ば
花
ま
つ
り
な
ど
に
岡

山
　

奈
義
間
の
直
通
バ
ス
を
企
画
し
ま
す
。

・
そ
ば
焼
酎
醸
造
委
託　

１
１
３
万
円

　

苗
畑
の
そ
ば
を
活
用
し
「
そ
ば
焼
酎
」
を
醸
造

委
託
し
て
、
本
町
の
土
産
を
試
作
し
、
山
の
駅
な

ど
で
販
売
し
ま
す
。

・
農
地
･
水
保
全
管
理
支
払
交
付
金
事
業

　

１
、６
９
２
万
円

　

平
成
19
年
度
か
ら
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交

付
金
に
よ
り
、
地
域
共
同
に
よ
る
農
地
・
農
業
用

水
等
の
資
源
の
保
全
管
理
と
農
村
環
境
の
保
全
向

上
の
取
組
に
対
し
、
支
援
し
て
き
ま
し
た
が
今
ま

で
の
共
同
活
動
支
援
交
付
金
に
加
え
、
水
路
等
施

設
の
長
寿
命
化
対
策
等
の
取
り
組
み
に
対
す
る
向

上
活
動
支
援
交
付
金
も
拡
充
さ
れ
た
た
め
、
積
極

的
に
推
進
し
ま
す
。

・
地
域
防
災
計
画
策
定　

５
０
０
万
円

　

国
・
県
の
地
域
防
災
計
画
を
踏
ま
え
、
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
本
町
に
即
し
た

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
溜

池
等
が
決
壊
す
る
規
模
の
大
災
害
を
想
定
し
た
被

害
想
定
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
・
育
成
を
推
進
し
、

未
結
成
の
７
地
区
を
平
成
24
年
度
内
に
結
成
し
、

全
地
域
で
結
成
し
ま
す
。

60

個
性
的
で

活
力
に
溢
れ
る
ま
ち
づ
く
り

家
族
愛
、
郷
土
愛
と
心
豊
か

な
人
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

や
さ
し
さ
と
安
ら
ぎ
に

　
　
　

満
ち
た
ま
ち
づ
く
り

⇔

予算特集

奈義町の主要事業
平成24年度

～奈義町の新しい取り組みをご紹介します！～

▲24年度内に全地区で自主防災組織を
　結成します。

▲文化センターに設置している太陽光発電パネル

▲奈義町の未来を担う子どもたち

▲各コミュニティハウスで実施されている地域サロン

▲改修する海洋センタープール
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・
乳
幼
児
及
び
児
童
生
徒
医
療
費
給
付
事

　

業（
高
校
生
ま
で
医
療
費
給
付
拡
充
）

　

３
、０
０
０
万
円

　

中
学
生
ま
で
の
医
療
費
給
付
に
加
え
、
平
成
23

年
度
に
高
校
生
入
院
医
療
費
ま
で
無
料
化
と
し
ま

し
た
が
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
高
校
生
ま
で
の
医

療
費
を
全
額
を
給
付
し
ま
す
。

・
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金

　

９
０
０
万
円

　

平
成
19
年
度
か
ら
高
校
入
学
時
（
１
年
度
限

り
）
に
就
学
支
援
金
５
万
円
を
支
給
し
て
い
ま
す

が
、
通
学
費
等
の
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
平
成
24
年
度
か
ら
３
年
間
（
毎
年
度
）
に
支

給
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

・
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
太
陽
光
発
電
施

設
設
置

２
、０
５
０
万
円

　

低
炭
素
社
会
づ
く
り
や
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

と
と
も
に
、
施
設
の
維
持
管
理
費
を
抑
制
す
る
た

め
防
衛
施
設
周
辺
民
生
安
定
事
業
で
、
保
健
相
談

セ
ン
タ
ー
屋
上
に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
（
15
Ｋ
Ｗ

／
ｈ
）
を
設
置
し
ま
す
。

　

＜
太
陽
光
発
電
写
真
＞

・
地
域
サ
ロ
ン
事
業
（
地
域
サ
ロ
ン
事

　

業
交
付
金
・
地
域
介
護
予
防
活
動
支

　

援
事
業
）

　

１
６
５
万
円

　

在
宅
生
活
を
営
む
高
齢
者
に
対
し
て
、
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
各
地
区

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
で
、
地
域
の
特
色
を
生

か
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
介
護
予
防
を
図
り
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
を
持
ち
健
や
か
な
在
宅

生
活
を
お
く
る
た
め
、
そ
の
取
り
組
み
を
支
援
し

ま
す
。

＜
地
域
サ
ロ
ン
写
真
＞

・
宮
内
広
岡
線
改
良
工
事
（
林
橋
改
良

工
事
）　

２
、２
０
５
万
円

　

長
年
通
行
に
支
障
の
あ
り
ま
し
た
宮
内
地
区
の

宮
内
広
岡
線
林
橋
を
拡
幅
改
良
し
ま
す
。

・
ま
き
ス
ト
ー
ブ
等
設
置
補
助
事
業

　

５
０
万
円

　

森
林
資
源
を
有
効
に
活
用
で
き
る
環
境
を
整
備

し
、
木
材
の
地
産
地
消
及
び
環
境
に
や
さ
し
い
低

炭
素
社
会
の
推
進
を
図
る
た
め
、
住
宅
に
ま
き
ス

ト
ー
ブ
及
び
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
の
設
置
に
補
助
し
、
普
及
を
図
り
ま
す
。
ス
ト

ー
ブ
購
入
費
の
１
／
４
補
助
（
上
限
２
万
５
千

円
）

・
馬
桑
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
新

　

築
事
業

１
、１
８
０
万
円

　

老
朽
化
し
た
馬
桑
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

（
１
０
２
㎡
）
の
新
築
に
対
し
、
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
な
ど
を
活
用
し
、
補

助
を
行
い
ま
す
。

・
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

改
修

　

３
、１
８
９
万
円

　

シ
ー
ト
破
損
、
濾
過
機
故
障
等
が
あ
る
海
洋
セ

ン
タ
ー
プ
ー
ル
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
し
て
、
健
康

増
進
、
体
力
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
図
る

た
め
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
助
成
を
受
け
、
改
修
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
本
年
度

本
町
で
取
り
組
ま
れ
る
新
規
事
業
や
拡
充
事
業
な

ど
主
要
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
奈
義
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成

　

１
３
０
万
円

　

本
町
の
よ
さ
の
再
発
見
や
郷
土
愛
の
醸
成
を
図

る
と
と
も
に
、
町
外
に
本
町
の
豊
か
な
地
域
資
源

を
情
報
発
信
す
る
た
め
、
本
町
の
行
事
・
イ
ベ
ン

ト
・
自
然
な
ど
の
地
域
資
源
を
被
写
体
と
し
た
写

真
を
公
募
し
、
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作

成
し
ま
す
。

・
町
制
施
行　
周
年
記
念
事
業
準
備
基

金
積
立

　

３
、０
０
０
万
円

　

平
成
27
年
２
月
１
日
で
町
制
施
行
60
周
年
を
迎

え
る
た
め
、
平
成
24
年
度
か
ら
事
業
準
備
を
実
施

し
ま
す
。
実
施
に
向
け
て
単
年
度
の
財
政
負
担
を

軽
減
し
、
記
念
事
業
に
要
す
る
財
源
に
充
当
す
る

た
め
の
財
源
を
醸
成
す
る
た
め
、
基
金
の
積
み
立

て
を
行
い
ま
す
。

・
奈
義
有
機
セ
ン
タ
ー
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
事
業
　

３
、５
５
３
万
円

　

本
町
の
主
幹
産
業
で
あ
る
畜
産
業
に
よ
る
環
境

汚
染
の
防
止
を
図
り
、
堆
肥
の
土
壌
還
元
に
よ
る

収
益
性
の
高
い
農
業
経
営
の
た
め
、
平
成
６
年
か

ら
農
家
の
方
々
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
奈
義
有
機

セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
県
が

実
施
す
る
奈
義
有
機
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
に
係
る

事
業
費
の
35
％
と
事
務
費
を
予
算
化
し
て
い
ま

す
。
（
撹
拌
機
２
基
・
ス
ク
リ
ュ
ー
コ
ン
ベ
ア
取

替
４
基
・
防
臭
シ
ー
ト
張
替
一
式
な
ど
）

・
有
害
鳥
獣
駆
除
（
猪
・
鹿
誘
導
捕
獲

檻
設
置
助
成
事
業
）　

２
８
０
万
円

　

猟
友
会
交
付
金
８
万
円
、
有
害
鳥
獣
駆
除
奨
励

金
（
上
限
１
０
０
頭
）
２
３
０
万
円
、
猪
等
防
護

柵
設
置
補
助
金
６
１
９
万
円
の
ほ
か
、
鹿
等
の
一

斉
捕
獲
・
大
量
捕
獲
を
図
る
た
め
、
大
規
模
な
誘

導
捕
獲
檻
設
置
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

・
都
市
交
流
バ
ス
事
業
　

６
０
万
円

　

交
流
人
口
の
増
加
と
本
町
の
豊
か
な
地
域
資
源

を
Ｐ
Ｒ
し
、
農
業
・
商
業
・
観
光
振
興
を
図
り
ま

す
。
菜
の
花
ま
つ
り
や
そ
ば
花
ま
つ
り
な
ど
に
岡

山
　

奈
義
間
の
直
通
バ
ス
を
企
画
し
ま
す
。

・
そ
ば
焼
酎
醸
造
委
託　

１
１
３
万
円

　

苗
畑
の
そ
ば
を
活
用
し
「
そ
ば
焼
酎
」
を
醸
造

委
託
し
て
、
本
町
の
土
産
を
試
作
し
、
山
の
駅
な

ど
で
販
売
し
ま
す
。

・
農
地
･
水
保
全
管
理
支
払
交
付
金
事
業

　

１
、６
９
２
万
円

　

平
成
19
年
度
か
ら
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交

付
金
に
よ
り
、
地
域
共
同
に
よ
る
農
地
・
農
業
用

水
等
の
資
源
の
保
全
管
理
と
農
村
環
境
の
保
全
向

上
の
取
組
に
対
し
、
支
援
し
て
き
ま
し
た
が
今
ま

で
の
共
同
活
動
支
援
交
付
金
に
加
え
、
水
路
等
施

設
の
長
寿
命
化
対
策
等
の
取
り
組
み
に
対
す
る
向

上
活
動
支
援
交
付
金
も
拡
充
さ
れ
た
た
め
、
積
極

的
に
推
進
し
ま
す
。

・
地
域
防
災
計
画
策
定　

５
０
０
万
円

　

国
・
県
の
地
域
防
災
計
画
を
踏
ま
え
、
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
本
町
に
即
し
た

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
溜

池
等
が
決
壊
す
る
規
模
の
大
災
害
を
想
定
し
た
被

害
想
定
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
・
育
成
を
推
進
し
、

未
結
成
の
７
地
区
を
平
成
24
年
度
内
に
結
成
し
、

全
地
域
で
結
成
し
ま
す
。

60

個
性
的
で

活
力
に
溢
れ
る
ま
ち
づ
く
り

家
族
愛
、
郷
土
愛
と
心
豊
か

な
人
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

や
さ
し
さ
と
安
ら
ぎ
に

　
　
　

満
ち
た
ま
ち
づ
く
り

⇔

予算特集

奈義町の主要事業
平成24年度

～奈義町の新しい取り組みをご紹介します！～

▲24年度内に全地区で自主防災組織を
　結成します。

▲文化センターに設置している太陽光発電パネル

▲奈義町の未来を担う子どもたち

▲各コミュニティハウスで実施されている地域サロン

▲改修する海洋センタープール
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昨
年
12
月
か
ら
施
工
し
て
い
ま
し
た
町
内
の
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事

が
３
月
末
を
も
っ
て
完
了
し
ま
し
た
。
町
内
７
３
６
箇
所
の
蛍
光
灯
式

防
犯
灯
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
に
更
新
さ
れ
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
事
は
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
、
多
く
の
方
か
ら
の
寄
付
金
を

積
み
立
て
た
「
奈
義
町
未
来
基
金
」
を
活
用
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
３
月
30
日
、
未
来
基
金
と
し
て
多
大
な
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し

た
森
安
建
設
株
式
会
社
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

 総合運動公園の正面入口に門扉が設置され、４月１日か
ら夜間や休館日などは施錠することとなりました。
　この門扉の設置は、これまで昼夜を問わず自由に出入
り可能であったため、ゴミなどの不法投棄やイタズラな
どが後を絶たない現状を踏まえ設置したものです。
　門扉は、17時15分から22時の間で、公園施設の利用申
し込み状況により施錠しますので、仮に全ての施設に利
用申込みがない場合は、17時15分に施錠することがあり
ますのでご注意ください。
　なお、開門は開館日の朝８時30分に行います。

　平成24年４月受診分から子どもの医療費無料化を、現在の高校生の入院分のみから高校生外来分まで拡大しました。
　本町に住民票があり国民健康保険・被用者保険に加入している高校生等（年齢が満18歳に達する日以降の最初の３月
31日まで）の医療機関等での自己負担分を助成するものです。
　高校生等の医療費助成の方法は、医療費自己負担分を医療機関窓口で支払いただき、申請の後、医療費給付を行う償
還給付となります。
□申請に必要なもの
１．医療機関等での証明がある医療費給付申請書又は給付申請書に証明が
　できない場合は医療機関等で発行された領収書（原本）
　※医療費給付申請書は役場 税務住民課にあります。
２．加入の健康保険証
３．生徒手帳又は生徒証明書のコピー
４．印鑑
５．助成金振込口座が確認できる通帳
以上の５点をご持参のうえ、役場 税務住民課で申請を行ってください。
●問い合わせ先　役場 税務住民課　☎36-4112

　本町では、子育て支援として、乳幼児・児童生徒の医療費無料化や法定外ワクチン接

種補助、チャイルドホームや放課後児童クラブなど様々な施策を行っていますが、更に

子育て制度を充実させ、子どもたちが夢と希望を持て、健やかに育てる環境づくりを目

指して「奈義町子育て応援宣言」を掲げます。今後は「子育てするなら奈義町」と言わ

れ、若者が定住でき、安心して産み育てられるまちづくりを目指していきます。

奈義町子育て応援宣言
　子ども達は次代を担うかけがえのない存在で、奈義町を守り支えてこられたお年寄りとともに、
奈義町の大切な宝物です。
　その子ども達が夢と希望を持ち健やかに育つことは、奈義町の未来であり奈義町の希望です。
　子どもを産み育てやすい環境をつくり、健康で心豊かなたくましい人に育てることは、わたし
たち町民みんなの大切な使命であり、この取り組みをいっそう推進し、奈義町に住めば子育てが
安心、奈義町は子育てがしやすいまち、との声が全国に広まることを目指します。
　そのため、行政の役割を自覚し奈義町として子育て支援にいっそう力を入れ、「子ども達の元
気な声と笑顔が溢れ子育てに喜びを実感できるまち｣、｢家庭・地域・学校・行政みんなが手を携
え地域全体で子育てを支えるまち」を目指し、ここに「奈義町子育て応援宣言」を行います。
　　　　平成24年４月１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡山県奈義町

□助成対象外
・高等学校・高等専門学校等に在学
　していない方、結婚されている方
・自由診療、差額ベット代、入院時
　の食事代等保険外診療分
・日本スポーツ振興センター災害共
　済等他制度が適用される場合

子どもの医療費無料化を高校生外来分まで拡大

　高等学校の就学支援と通学費助成を目的に、高等学校等就学支援金支給条例が議決されました。
　保護者に負担のかかっている高校生の就学費用について、平成19年度から高等学校入学時に、就学支援金として５万
円を支給していましたが、新年度からは、この支援策を拡充し、通学費の一部助成を含め、生徒１人当たり年額５万円
を在学中の３年間にわたり、毎年度支給することになりました。該当される方には、町からお知らせします。
●問い合わせ先　保健相談センター　☎36-6700

高等学校の就学支援(通学費含む)に毎年５万円を３年間支給

子育て応援宣言を行いました！

子どもたち
が夢と希望

を持ち、

健やかに育
てる環境づ

くりを目指
して

防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
完
成

奈義町文化センター太陽光発電システム設備設置工事完成！
　このたび本町では、低炭素社会づくりを促進し、地球温暖化
防止対策を目的に、防衛省の民生安定施設整備事業の補助を受
けて、奈義町文化センターの屋上に太陽光発電システム設備を
設置しました。
　屋上のほぼ全面に太陽電池板を取り付け、発電容量は58kw
で、災害時にも非常用コンセントから受電ができます。
 また、発電状況等を監視装置で管理し、文化センター内に表
示装置を設置し、誰でも見ることができるようになっています。

運動公園入口に門扉を設置

岡
山
県
建
設
業
協
会

　

美
作
支
部
か
ら

車
い
す
と
30
万
円
の
寄
付

　

２
月
23
日
、
岡
山
県

建
設
業
協
会
美
作
支
部

青
年
部
か
ら
社
会
貢
献

の
た
め
、
車
い
す
１
台

を
寄
付
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
３
月

27
日
、
岡
山
県
建
設
業

協
会
美
作
支
部
か
ら
奈

義
町
の
将
来
の
発
展
の

た
め
、
30
万
円
の
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。
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昨
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12
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か
ら
施
工
し
て
い
ま
し
た
町
内
の
防
犯
灯
Ｌ
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Ｄ
化
工
事

が
３
月
末
を
も
っ
て
完
了
し
ま
し
た
。
町
内
７
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６
箇
所
の
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光
灯
式

防
犯
灯
が
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Ｅ
Ｄ
防
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灯
に
更
新
さ
れ
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

が
推
進
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れ
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た
。

　

こ
の
工
事
は
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る
さ
と
納
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と
し
て
、
多
く
の
方
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ら
の
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を

積
み
立
て
た
「
奈
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町
未
来
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金
」
を
活
用
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て
実
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し
ま
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た
。
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た
、
３
月
30
日
、
未
来
基
金
と
し
て
多
大
な
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し

た
森
安
建
設
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式
会
社
に
感
謝
状
を
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呈
し
ま
し
た
。

 総合運動公園の正面入口に門扉が設置され、４月１日か
ら夜間や休館日などは施錠することとなりました。
　この門扉の設置は、これまで昼夜を問わず自由に出入
り可能であったため、ゴミなどの不法投棄やイタズラな
どが後を絶たない現状を踏まえ設置したものです。
　門扉は、17時15分から22時の間で、公園施設の利用申
し込み状況により施錠しますので、仮に全ての施設に利
用申込みがない場合は、17時15分に施錠することがあり
ますのでご注意ください。
　なお、開門は開館日の朝８時30分に行います。

　平成24年４月受診分から子どもの医療費無料化を、現在の高校生の入院分のみから高校生外来分まで拡大しました。
　本町に住民票があり国民健康保険・被用者保険に加入している高校生等（年齢が満18歳に達する日以降の最初の３月
31日まで）の医療機関等での自己負担分を助成するものです。
　高校生等の医療費助成の方法は、医療費自己負担分を医療機関窓口で支払いただき、申請の後、医療費給付を行う償
還給付となります。
□申請に必要なもの
１．医療機関等での証明がある医療費給付申請書又は給付申請書に証明が
　できない場合は医療機関等で発行された領収書（原本）
　※医療費給付申請書は役場 税務住民課にあります。
２．加入の健康保険証
３．生徒手帳又は生徒証明書のコピー
４．印鑑
５．助成金振込口座が確認できる通帳
以上の５点をご持参のうえ、役場 税務住民課で申請を行ってください。
●問い合わせ先　役場 税務住民課　☎36-4112

　本町では、子育て支援として、乳幼児・児童生徒の医療費無料化や法定外ワクチン接

種補助、チャイルドホームや放課後児童クラブなど様々な施策を行っていますが、更に

子育て制度を充実させ、子どもたちが夢と希望を持て、健やかに育てる環境づくりを目

指して「奈義町子育て応援宣言」を掲げます。今後は「子育てするなら奈義町」と言わ

れ、若者が定住でき、安心して産み育てられるまちづくりを目指していきます。

奈義町子育て応援宣言
　子ども達は次代を担うかけがえのない存在で、奈義町を守り支えてこられたお年寄りとともに、
奈義町の大切な宝物です。
　その子ども達が夢と希望を持ち健やかに育つことは、奈義町の未来であり奈義町の希望です。
　子どもを産み育てやすい環境をつくり、健康で心豊かなたくましい人に育てることは、わたし
たち町民みんなの大切な使命であり、この取り組みをいっそう推進し、奈義町に住めば子育てが
安心、奈義町は子育てがしやすいまち、との声が全国に広まることを目指します。
　そのため、行政の役割を自覚し奈義町として子育て支援にいっそう力を入れ、「子ども達の元
気な声と笑顔が溢れ子育てに喜びを実感できるまち｣、｢家庭・地域・学校・行政みんなが手を携
え地域全体で子育てを支えるまち」を目指し、ここに「奈義町子育て応援宣言」を行います。
　　　　平成24年４月１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡山県奈義町

□助成対象外
・高等学校・高等専門学校等に在学
　していない方、結婚されている方
・自由診療、差額ベット代、入院時
　の食事代等保険外診療分
・日本スポーツ振興センター災害共
　済等他制度が適用される場合

子どもの医療費無料化を高校生外来分まで拡大

　高等学校の就学支援と通学費助成を目的に、高等学校等就学支援金支給条例が議決されました。
　保護者に負担のかかっている高校生の就学費用について、平成19年度から高等学校入学時に、就学支援金として５万
円を支給していましたが、新年度からは、この支援策を拡充し、通学費の一部助成を含め、生徒１人当たり年額５万円
を在学中の３年間にわたり、毎年度支給することになりました。該当される方には、町からお知らせします。
●問い合わせ先　保健相談センター　☎36-6700

高等学校の就学支援(通学費含む)に毎年５万円を３年間支給

子育て応援宣言を行いました！

子どもたち
が夢と希望

を持ち、

健やかに育
てる環境づ

くりを目指
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Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
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完
成

奈義町文化センター太陽光発電システム設備設置工事完成！
　このたび本町では、低炭素社会づくりを促進し、地球温暖化
防止対策を目的に、防衛省の民生安定施設整備事業の補助を受
けて、奈義町文化センターの屋上に太陽光発電システム設備を
設置しました。
　屋上のほぼ全面に太陽電池板を取り付け、発電容量は58kw
で、災害時にも非常用コンセントから受電ができます。
 また、発電状況等を監視装置で管理し、文化センター内に表
示装置を設置し、誰でも見ることができるようになっています。

運動公園入口に門扉を設置
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。
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第１回
第２回
第３回
第４回
第５回

日　　　時
５月６日㈰
５月～９月
９月９日㈰
９月～11月
11月23日㈮

10：00～
10：00～
10：00～
10：00～
10：00～

内　　　　　容
田植え体験他（共通）
地元農家による農業体験
稲刈り体験他（共通）
地元農家による農業体験
餅つき・こんにゃく作り体験（共通)

国民健康保険

後期高齢者医療費制度

対象者
70歳未満の人
70歳以上75歳未満で住民税
非課税世帯の人

70歳以上75歳未満で住民税
非課税世帯でない人

住民税非課税世帯の人

住民税非課税世帯でない人

役場での手続き

限度額適用認定証の交付を申請

必要ありません

限度額適用認定証の交付を申請

必要ありません

病院・薬局などの窓口

限度額適用認定証を提示

高齢受給者証を提示

限度額適用認定証を提示
後期高齢者医療被保険者
証を提示

加入保険

ご存知ですか？限度額適用認定証～４月から、外来受診でも使えます～

国民健康保険、後期高齢者医療制度に加入の皆さんへ

●補助対象者
　この補助金は、新エネルギーの普及と環境に関する町民の意識向上を図り、そして地球温暖化防止対策を推進
することを目的とするもので、次の要件全てに該当する方が補助対象になります。
①奈義町内に居住する方（奈義町に住所を有する方）又はその予定の方
②自ら所有する住宅に太陽光発電システムを設置する方、又はシステムが設置された建売住宅を購入する方
③電力会社と電気の需給契約を締結している方、又は締結する予定の方
④市町村税、国民健康保険税、介護保険料及び後期高齢者医療保険料などを世帯員全員が滞納していないこと
●補助金額　設置する太陽電池モジュールの最大出力の合計値に３万円を乗じて得た額。
　　　　　　但し、上限を12万円とします。
●受付期間　４月２日㈪から４月30日㈪まで
　　　　　　午前８時30分から午後５時15分（※土、日、祝日を除く）
●受付・問い合わせ先　役場 総務課 企画財政係　☎36-4111

平成24年度 那岐あぐり村四季の学校を開校します

●問い合わせ先　役場 税務住民課　☎36-4112

　奈義の自然と四季の恵みに触れ合う「四季の学校」ですが、平成24年度は
おなじみの稲作体験に加え、農家による体験を含んだ全５回のコースとなっ
ています。参加者を募集しますと同時に、参加者を招いて体験を行う受け入
れ家庭を募集します。体験は季節の野菜の植え付け・収穫、毎年家庭で作っ
ている料理づくりなど、普段から行っている身近なことで構いません。交流
体験を通して、奈義町の魅力を発信していきませんか。日程は次のとおり
で、四季の学校に参加を希望する方は有料です。
　詳しくは役場産業振興課までお問い合わせください。
●日時・内容

●問い合わせ先　役場 産業振興課　☎36-4114

※70歳未満の人の場合、保険税を滞納していると限度額適用認定証が原則交付されません。
※この制度は個人単位で、かつ医療機関ごとに適用されます。

　｢限度額適用認定証」は医療機関などで高額な診療を受けるとき、医療費の窓口負担を自己負担限度額で留めるものです。
　４月１日から、従来の入院での適用に加えて外来受診でも使えるようになります。１つの医療機関で外来や入院など
で高額な窓口負担をしそうな人は、保険証と印鑑を持参の上、役場税務住民課へ申請にお越しください。
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奈義中央広場に屋外ステージ新築！
　このたび、ふるさと夏まつりや農林業祭な
どの会場となっています「奈義中央広場」に
屋外ステージを設置しました。
　この工事は、防衛省の特定防衛施設周辺整
備調整交付金や県の頑張る地域応援事業補助
金を活用し、採光、デザイン性、周辺との調
和などを考えて建築しました。
　今後は、かがり火歌舞伎や各種イベントな
どに活用し、地域振興や伝統文化振興を促進
していきます。

特別養護老人ホーム「なぎみ苑」増築工事完成
　このたび、特別養護老人ホーム「なぎみ苑」の増
築工事が完成しました。
　当施設は、本町の福祉の拠点として、平成６年４
月１日に開苑され、地域に根ざした福祉施設として、
広く貢献されていますが、近年、少子高齢化が進み
要介護者の方々が次第に増えていく中、当ホームの
入所待ちの方が多くなり、このような方々に早期に
入所していただくために、新設20床とショートステ
イからの転換分10床、併せて30床が増築されました。

美しい眺望を楽しみながら優雅なひとときを
　　那岐山麓 山の駅にオープンカフェテラスを増築

　このたび本町では、防衛省の特定防衛施設周辺整
備調整交付金を利用して、那岐山麓 山の駅に「オ
ープンカフェテラス」を整備しました。
　これは、たくさんのお客様にお越しいただくため、
客席数を増設するとともに、山の駅からの美しい眺
望を楽しんでいただくため増築したものです。
　４月28日㈯には、山の駅オープン11周年感謝祭を
開催しますので、ご家族、ご近所お誘い合わせのう
え、新装オープンした山の駅にご来場ください。

●場　　所　那岐山麓山の駅及び町内農家
●募集定員　四季の学校参加希望者及び農
　　　　　　家民泊受け入れ家庭ともに15
　　　　　　組まで（先着順）
●募集締切　四季の学校参加希望者
　　　　　　　　　　　　　　４月20日㈮
　　　　　　農家民泊受け入れ家庭
　　　　　　　　　　　　　　４月13日㈮

住宅用太陽光発電システム設置補助金の申請受付を行います！
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第１回
第２回
第３回
第４回
第５回

日　　　時
５月６日㈰
５月～９月
９月９日㈰
９月～11月
11月23日㈮

10：00～
10：00～
10：00～
10：00～
10：00～

内　　　　　容
田植え体験他（共通）
地元農家による農業体験
稲刈り体験他（共通）
地元農家による農業体験
餅つき・こんにゃく作り体験（共通)

国民健康保険

後期高齢者医療費制度

対象者
70歳未満の人
70歳以上75歳未満で住民税
非課税世帯の人

70歳以上75歳未満で住民税
非課税世帯でない人

住民税非課税世帯の人

住民税非課税世帯でない人

役場での手続き

限度額適用認定証の交付を申請

必要ありません

限度額適用認定証の交付を申請

必要ありません

病院・薬局などの窓口

限度額適用認定証を提示

高齢受給者証を提示

限度額適用認定証を提示
後期高齢者医療被保険者
証を提示

加入保険

ご存知ですか？限度額適用認定証～４月から、外来受診でも使えます～

国民健康保険、後期高齢者医療制度に加入の皆さんへ

●補助対象者
　この補助金は、新エネルギーの普及と環境に関する町民の意識向上を図り、そして地球温暖化防止対策を推進
することを目的とするもので、次の要件全てに該当する方が補助対象になります。
①奈義町内に居住する方（奈義町に住所を有する方）又はその予定の方
②自ら所有する住宅に太陽光発電システムを設置する方、又はシステムが設置された建売住宅を購入する方
③電力会社と電気の需給契約を締結している方、又は締結する予定の方
④市町村税、国民健康保険税、介護保険料及び後期高齢者医療保険料などを世帯員全員が滞納していないこと
●補助金額　設置する太陽電池モジュールの最大出力の合計値に３万円を乗じて得た額。
　　　　　　但し、上限を12万円とします。
●受付期間　４月２日㈪から４月30日㈪まで
　　　　　　午前８時30分から午後５時15分（※土、日、祝日を除く）
●受付・問い合わせ先　役場 総務課 企画財政係　☎36-4111

平成24年度 那岐あぐり村四季の学校を開校します

●問い合わせ先　役場 税務住民課　☎36-4112

　奈義の自然と四季の恵みに触れ合う「四季の学校」ですが、平成24年度は
おなじみの稲作体験に加え、農家による体験を含んだ全５回のコースとなっ
ています。参加者を募集しますと同時に、参加者を招いて体験を行う受け入
れ家庭を募集します。体験は季節の野菜の植え付け・収穫、毎年家庭で作っ
ている料理づくりなど、普段から行っている身近なことで構いません。交流
体験を通して、奈義町の魅力を発信していきませんか。日程は次のとおり
で、四季の学校に参加を希望する方は有料です。
　詳しくは役場産業振興課までお問い合わせください。
●日時・内容

●問い合わせ先　役場 産業振興課　☎36-4114

※70歳未満の人の場合、保険税を滞納していると限度額適用認定証が原則交付されません。
※この制度は個人単位で、かつ医療機関ごとに適用されます。

　｢限度額適用認定証」は医療機関などで高額な診療を受けるとき、医療費の窓口負担を自己負担限度額で留めるものです。
　４月１日から、従来の入院での適用に加えて外来受診でも使えるようになります。１つの医療機関で外来や入院など
で高額な窓口負担をしそうな人は、保険証と印鑑を持参の上、役場税務住民課へ申請にお越しください。
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奈義中央広場に屋外ステージ新築！
　このたび、ふるさと夏まつりや農林業祭な
どの会場となっています「奈義中央広場」に
屋外ステージを設置しました。
　この工事は、防衛省の特定防衛施設周辺整
備調整交付金や県の頑張る地域応援事業補助
金を活用し、採光、デザイン性、周辺との調
和などを考えて建築しました。
　今後は、かがり火歌舞伎や各種イベントな
どに活用し、地域振興や伝統文化振興を促進
していきます。

特別養護老人ホーム「なぎみ苑」増築工事完成
　このたび、特別養護老人ホーム「なぎみ苑」の増
築工事が完成しました。
　当施設は、本町の福祉の拠点として、平成６年４
月１日に開苑され、地域に根ざした福祉施設として、
広く貢献されていますが、近年、少子高齢化が進み
要介護者の方々が次第に増えていく中、当ホームの
入所待ちの方が多くなり、このような方々に早期に
入所していただくために、新設20床とショートステ
イからの転換分10床、併せて30床が増築されました。

美しい眺望を楽しみながら優雅なひとときを
　　那岐山麓 山の駅にオープンカフェテラスを増築

　このたび本町では、防衛省の特定防衛施設周辺整
備調整交付金を利用して、那岐山麓 山の駅に「オ
ープンカフェテラス」を整備しました。
　これは、たくさんのお客様にお越しいただくため、
客席数を増設するとともに、山の駅からの美しい眺
望を楽しんでいただくため増築したものです。
　４月28日㈯には、山の駅オープン11周年感謝祭を
開催しますので、ご家族、ご近所お誘い合わせのう
え、新装オープンした山の駅にご来場ください。

●場　　所　那岐山麓山の駅及び町内農家
●募集定員　四季の学校参加希望者及び農
　　　　　　家民泊受け入れ家庭ともに15
　　　　　　組まで（先着順）
●募集締切　四季の学校参加希望者
　　　　　　　　　　　　　　４月20日㈮
　　　　　　農家民泊受け入れ家庭
　　　　　　　　　　　　　　４月13日㈮

住宅用太陽光発電システム設置補助金の申請受付を行います！
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まちの話題まちの話題

　３月27日、役場で、町職員を対象とした
接遇マナー研修を実施しました。これは、
職員の職場マナーの向上と、更なる住民サ
ービスの提供へとつなげるために開催した
もので、全職員が研修を受講しました。
　当日は、人材育成トレーナーの小林篤代
さんを講師としてお迎えし、電話や窓口で
の応対やクレーム対応など、ロールプレイ
を交えながら、研修が行われました。
　これからも更に皆様に満足してもらえる
よう、業務に努めていきます。

奈義町婦人防火クラブ
　　　合同研修会開催

～ 本部３号車（滝本配備)、第３分団第５部（関本）優勝 ～

横
仙
歌
舞
伎

四
季
の
公
演

　
　

  

「
冬
」開
催

奈義町消防操法訓練大会

お互いに助け合って地域を守る

　３月２日、文化センターで、奈義町婦人防火クラブの
合同研修会を開催し、約120人のクラブ員が参加されま
した。
　この研修会は、婦人防火クラブ員の自主防災思想の高
揚を図るため、毎年開催しており、今年は、昨年３月に
発生した東日本大震災の災害復興活動で派遣された津山
圏域消防組合中央消防署東分署の職員の方に、地震など
の災害時における地域防災の重要性などについて講演い
ただき、参加した皆さんは熱心に聞き入っていました。

　３月25日、総合運動公園多目的広場で第44回奈義町消防操法
訓練大会が行われました。
　本大会は、自動車ポンプの部２チーム、小型ポンプの部13チ
ームが出場し、出場した選手らは、これまでの訓練成果を遺憾
なく発揮され、迅速かつ正確な消火操作を披露しました。
　なお、優秀な成績をおさめた自動車ポンプの部の本部３号車、
小型ポンプの部の第３分団第５部、第２分団第４部は、４月22
日に勝央中学校グラウンドで開かれる郡大会に出場します。
【成 績】 (敬称略）
　　■自動車ポンプの部
　　　優　勝　本部３号車（滝本配備）
　　■小型ポンプの部
　　　優　勝　第３分団第５部（関本）
　　　準優勝　第２分団第４部（豊沢）
　　　第３位　第３分団第４部（高円）
　　　第４位　第３分団第２部（皆木）
　　　第５位　第３分団第１部（西原）
　　◆消防庁長官表彰
　　　永年勤続功労章　第３分団分団長　森　浩之
　　◆日本消防協会長表彰
　　　精績章　第２分団分団長　　　　　鷲田末明
　　　勤続章　奈義町消防団長　　　　　岸本省吾
　　　　　　　第１分団副分団長　　　　井戸禎二
　　　　　　　第２分団第５部団員　　　柴田正稔
　　　　　　　第２分団第５部団員　　　船曳俊治
　　　　　　　第２分団第７部団員　　　小坂憲一
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町職員が接遇マナー研修を実施
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　３月27日、役場で、町職員を対象とした
接遇マナー研修を実施しました。これは、
職員の職場マナーの向上と、更なる住民サ
ービスの提供へとつなげるために開催した
もので、全職員が研修を受講しました。
　当日は、人材育成トレーナーの小林篤代
さんを講師としてお迎えし、電話や窓口で
の応対やクレーム対応など、ロールプレイ
を交えながら、研修が行われました。
　これからも更に皆様に満足してもらえる
よう、業務に努めていきます。

奈義町婦人防火クラブ
　　　合同研修会開催
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　３月２日、文化センターで、奈義町婦人防火クラブの
合同研修会を開催し、約120人のクラブ員が参加されま
した。
　この研修会は、婦人防火クラブ員の自主防災思想の高
揚を図るため、毎年開催しており、今年は、昨年３月に
発生した東日本大震災の災害復興活動で派遣された津山
圏域消防組合中央消防署東分署の職員の方に、地震など
の災害時における地域防災の重要性などについて講演い
ただき、参加した皆さんは熱心に聞き入っていました。

　３月25日、総合運動公園多目的広場で第44回奈義町消防操法
訓練大会が行われました。
　本大会は、自動車ポンプの部２チーム、小型ポンプの部13チ
ームが出場し、出場した選手らは、これまでの訓練成果を遺憾
なく発揮され、迅速かつ正確な消火操作を披露しました。
　なお、優秀な成績をおさめた自動車ポンプの部の本部３号車、
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　　　　　　　第２分団第５部団員　　　船曳俊治
　　　　　　　第２分団第７部団員　　　小坂憲一

　

３
月
３
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
横
仙
歌

舞
伎
四
季
の
公
演
「
冬
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
プ
ロ
に
学
ぶ
歌
舞
伎
講
座
受
講
生

に
よ
る
「
弁
天
娘
女
男
白
浪
　

稲
瀬
川
勢
揃

い
の
場
」
や
東
作
州
地
歌
舞
伎
保
存
協
議
会

に
よ
る
「
絵
本
太
功
記
十
段
目 

尼
崎
の
場
」

の
上
演
や
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
葛

西
聖
司
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
行
わ

れ
、
会
場
は
多
く
の
歓
声
や
拍
手
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

4
月
1
日
付
け
で
、
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

○
印
は
昇
任
者
、
（
　
　

）
は
旧
任

役
場
人
事
異
動

◀
第
３
分
団
第
５
部

◀
本
部
３
号
車

町職員が接遇マナー研修を実施

13



●問い合わせ先　奈義町現代美術館　☎36-5811  FAX36-5855　e-mail:nagimoca@town.nagi.okayama.jp

●期　間

　　4月7日(土)～5月6日(日)
　　午前９時30分～午後５時(入館は4時30分まで）
　　■休 館 日／毎週月曜日、祝日の翌日
　　　　　　　　（30日㈪開館・５月１日㈫休館）
●場　所
　　奈義町現代美術館ギャラリー
●入館料：一般・大学生200円
　　　　　（高校生以下・75歳以上は無料）
　　 ※但し、常設との共通の場合は通常料金700円で
　　 　ご覧頂けます。

作元朋子  展
～ Form　From ～

◎学芸員によるギャラリートーク（会期中随時）
　ご希望の方に学芸員が作品解説をします。
　（※学芸員不在の場合もありますのでご了承ください｡）

ARTIST×CAFE　Vol.34　    作元朋子（陶芸家）
◇日　時　4月7日（土）　午後2時30分～4時
◇場　所　奈義町現代美術館 喫茶室
◇参加料　300円(飲み物付／入館料別途必要）
◇作家が参加者とお茶を飲みながら活動の様子や作品への思いを
　お話します。

■関連企画

中学生が
　　お弁当作り体験！

～栄養委員によるヘルスサポーター研修会～

那岐山安全祈願祭
菜の花まつり開催‼

ふるさと特産便募集

奈義町観光案内所での観光案内業務を移します
横仙歌舞伎 四季の公演

「春」

那岐登山ふれあい大会

　作元朋子さんは、独自の技法による成形方法で陶磁器造形の
可能性を広げていこうとしている若手作家です。シンプルな造
形とストライプが交差する作品表現は、洗練された美しさを兼
ね備えたものです。｢楽しい雰囲気に包まれた作品を作ってい
きたい」と話す作元さんは、日々の生活の中で起こったささや
かな刺激や様々な出来事を吸収することが創作の源泉になって
いるといいます。作元さんの創り出す新しい陶磁器の魅力は、
観る人に形の面白さやデザインの楽しさを実感させてくれるで
しょう。

●日　時　４月29日㈰
　　　　　午後１時～午後３時30分
●場　所　中島東地区 松神神社歌舞伎舞台
●演　目　・三番叟（こども歌舞伎教室）
　　　　　・弁天娘女男白浪 稲瀬川勢揃いの場

（松神会）
　　　　　・良弁杉由来 二月堂の段（松神会）
●入場料　無料
●問い合わせ先
　　　　　奈義町文化センター　☎36-3034

●日　　時　4月29日㈰
　　　　　　午前８時～９時の受付
　　　　　　※荒天時は５月３日㈭

●集合場所　那岐山馬天嶺入口付近
●参 加 費　500円（保険代等）
●イベント　記念撮影、じゃんけん大会、クイズなど

　標高1,255ｍの山頂を目指して、毎回大勢の登山フ
ァンで新緑の那岐山は賑わいます。山頂では鳥取県智
頭町との合同イベントも行います。ご家族、お友達と
春の那岐山を満喫してください。

●申し込み・問い合わせ先
　　　　　　奈義町観光協会　☎36-7311

　今年も２日間にわたって、中島西の果樹園で「菜の
花まつり」を開催します。ご家族、お友達お誘い合わ
せのうえ、奈義町の菜の花畑にご来場ください。

●日　時　4月21日㈯～22日㈰
　　　　　午前10時～（両日）小雨決行
●場　所　中島西地内 果樹園
●内　容　模擬売店（里芋入りお好み焼き、横仙手打
　　　　　ちそば他多数出店）
●問い合わせ先　役場 産業振興課　☎36-4114

　春からの登山シーズンを前に、那岐山の山開きとな
る安全祈願祭を行い、登山者の安全を祈願します。

●日　時　4月17日㈫ 午前10時～
●場　所　那岐山麓山の駅 芝生広場
●問い合わせ先　奈義町観光協会  ☎36-7311

　町内の農産物、加工品等の特産
品を詰め合わせた「ふるさと特
産便」を募集しています。
　旬の野菜をはじめ、梅みそ、メ
ロン、黒豚、新米コシヒカリ、手
作りこんにゃくなど、旬のものを
厳選し、全国へ発送します。
　贈答品、またご家庭用としてご
利用ください。
●内　　容　特産品の詰め合わせ　年4回コース

（7、8、10、12月）15,000円
　　　　　　お中元・お歳暮

　　　年2回コース（7、12月）10,000円
　　　　　　お歳暮　年1回コース（12月）  6,000円
　　　　　　お歳暮用肉セット

年1回コース（12月）5,000円
※他にもコースがありますので、詳しくは役場 産業振
興課までお問い合わせください。

●締め切り　６月１日㈮
●申し込み・問い合わせ先
　　　　　　役場 産業振興課　☎36-4114

　４月１日から、奈義町観光案内所の観光案内業務及び
町観光協会の事務局は、役場産業振興課に移動します。
今後の案内所は、産業振興を目的とする団体等に貸し出
しを予定しています。
　今後の観光に関するお問い合わせ、また案内所の貸し
出しに関するお問い合わせは、役場産業振興課までご連
絡ください。
●問い合わせ先　役場 産業振興課　☎36-4114

　２月18日、25日の両日、本町の栄養委員による中
学校１年生を対象としたヘルスサポーター研修会が
開催されました。
　当日は、栄養委員から朝食の大切さや健康的なお
弁当の詰め方について指導を受けたあと、調理実習
として弁当作りに挑戦しました。
　慣れない弁当作りに悪戦苦闘しながらも、自分と
家族の二人分のお弁当を作り、保護者と一緒に会食
して、｢料理するのは楽しかった｣、｢家でも作って
みたい」など、生徒たちにとって食について考える
とてもいい機会になりました。

参加者募
集
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●問い合わせ先　奈義町現代美術館　☎36-5811  FAX36-5855　e-mail:nagimoca@town.nagi.okayama.jp

●期　間

　　4月7日(土)～5月6日(日)
　　午前９時30分～午後５時(入館は4時30分まで）
　　■休 館 日／毎週月曜日、祝日の翌日
　　　　　　　　（30日㈪開館・５月１日㈫休館）
●場　所
　　奈義町現代美術館ギャラリー
●入館料：一般・大学生200円
　　　　　（高校生以下・75歳以上は無料）
　　 ※但し、常設との共通の場合は通常料金700円で
　　 　ご覧頂けます。

作元朋子  展
～ Form　From ～

◎学芸員によるギャラリートーク（会期中随時）
　ご希望の方に学芸員が作品解説をします。
　（※学芸員不在の場合もありますのでご了承ください｡）

ARTIST×CAFE　Vol.34　    作元朋子（陶芸家）
◇日　時　4月7日（土）　午後2時30分～4時
◇場　所　奈義町現代美術館 喫茶室
◇参加料　300円(飲み物付／入館料別途必要）
◇作家が参加者とお茶を飲みながら活動の様子や作品への思いを
　お話します。

■関連企画

中学生が
　　お弁当作り体験！

～栄養委員によるヘルスサポーター研修会～

那岐山安全祈願祭
菜の花まつり開催‼

ふるさと特産便募集

奈義町観光案内所での観光案内業務を移します
横仙歌舞伎 四季の公演

「春」

那岐登山ふれあい大会

　作元朋子さんは、独自の技法による成形方法で陶磁器造形の
可能性を広げていこうとしている若手作家です。シンプルな造
形とストライプが交差する作品表現は、洗練された美しさを兼
ね備えたものです。｢楽しい雰囲気に包まれた作品を作ってい
きたい」と話す作元さんは、日々の生活の中で起こったささや
かな刺激や様々な出来事を吸収することが創作の源泉になって
いるといいます。作元さんの創り出す新しい陶磁器の魅力は、
観る人に形の面白さやデザインの楽しさを実感させてくれるで
しょう。

●日　時　４月29日㈰
　　　　　午後１時～午後３時30分
●場　所　中島東地区 松神神社歌舞伎舞台
●演　目　・三番叟（こども歌舞伎教室）
　　　　　・弁天娘女男白浪 稲瀬川勢揃いの場

（松神会）
　　　　　・良弁杉由来 二月堂の段（松神会）
●入場料　無料
●問い合わせ先
　　　　　奈義町文化センター　☎36-3034

●日　　時　4月29日㈰
　　　　　　午前８時～９時の受付
　　　　　　※荒天時は５月３日㈭

●集合場所　那岐山馬天嶺入口付近
●参 加 費　500円（保険代等）
●イベント　記念撮影、じゃんけん大会、クイズなど

　標高1,255ｍの山頂を目指して、毎回大勢の登山フ
ァンで新緑の那岐山は賑わいます。山頂では鳥取県智
頭町との合同イベントも行います。ご家族、お友達と
春の那岐山を満喫してください。

●申し込み・問い合わせ先
　　　　　　奈義町観光協会　☎36-7311

　今年も２日間にわたって、中島西の果樹園で「菜の
花まつり」を開催します。ご家族、お友達お誘い合わ
せのうえ、奈義町の菜の花畑にご来場ください。

●日　時　4月21日㈯～22日㈰
　　　　　午前10時～（両日）小雨決行
●場　所　中島西地内 果樹園
●内　容　模擬売店（里芋入りお好み焼き、横仙手打
　　　　　ちそば他多数出店）
●問い合わせ先　役場 産業振興課　☎36-4114

　春からの登山シーズンを前に、那岐山の山開きとな
る安全祈願祭を行い、登山者の安全を祈願します。

●日　時　4月17日㈫ 午前10時～
●場　所　那岐山麓山の駅 芝生広場
●問い合わせ先　奈義町観光協会  ☎36-7311

　町内の農産物、加工品等の特産
品を詰め合わせた「ふるさと特
産便」を募集しています。
　旬の野菜をはじめ、梅みそ、メ
ロン、黒豚、新米コシヒカリ、手
作りこんにゃくなど、旬のものを
厳選し、全国へ発送します。
　贈答品、またご家庭用としてご
利用ください。
●内　　容　特産品の詰め合わせ　年4回コース

（7、8、10、12月）15,000円
　　　　　　お中元・お歳暮

　　　年2回コース（7、12月）10,000円
　　　　　　お歳暮　年1回コース（12月）  6,000円
　　　　　　お歳暮用肉セット

年1回コース（12月）5,000円
※他にもコースがありますので、詳しくは役場 産業振
興課までお問い合わせください。

●締め切り　６月１日㈮
●申し込み・問い合わせ先
　　　　　　役場 産業振興課　☎36-4114

　４月１日から、奈義町観光案内所の観光案内業務及び
町観光協会の事務局は、役場産業振興課に移動します。
今後の案内所は、産業振興を目的とする団体等に貸し出
しを予定しています。
　今後の観光に関するお問い合わせ、また案内所の貸し
出しに関するお問い合わせは、役場産業振興課までご連
絡ください。
●問い合わせ先　役場 産業振興課　☎36-4114

　２月18日、25日の両日、本町の栄養委員による中
学校１年生を対象としたヘルスサポーター研修会が
開催されました。
　当日は、栄養委員から朝食の大切さや健康的なお
弁当の詰め方について指導を受けたあと、調理実習
として弁当作りに挑戦しました。
　慣れない弁当作りに悪戦苦闘しながらも、自分と
家族の二人分のお弁当を作り、保護者と一緒に会食
して、｢料理するのは楽しかった｣、｢家でも作って
みたい」など、生徒たちにとって食について考える
とてもいい機会になりました。

参加者募
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幼　稚　園

奈義保育園

西原コミュニティハウス
保 健 相 談 セ ン タ ー

宮 内 竹 ノ 下 集 荷 場
成松コミュニティハウス
高 円 野 公 会 堂
高 円 山 口 公 民 館
行方コミュニティハウス
関本コミュニティハウス
や ま び こ 荘
馬 桑 公 民 館
小 坂 公 民 館
皆 木 上 の 大 橋 広 場
皆 木 ま ん さ く の 館

12:00～12:10
13:30～13:50

  9:00～  9:10
  9:15～  9:25
  9:30～  9:45
  9:50～10:05
10:10～10:25
10:30～10:40
10:45～10:55
11:00～11:10
11:15～11:25
11:30～11:40
11:45～11:55

上町川コミュニティハウス
滝 本 集 会 所
滝 本 代 官 塚 前 広 場
荒内西コミュニティハウス
中島西コミュニティハウス
中島東コミュニティハウス
柿 畝 公 会 堂
柿 沢 田 池 前 広 場
広 岡 東 公 会 堂
広 岡 西 公 会 堂
保 健 相 談 セ ン タ ー

  9:00～  9:15
  9:20～  9:40
  9:45～  9:55
10:00～10:15
10:20～10:35
10:40～10:55
11:00～11:15
11:20～11:30
11:35～11:45
11:50～12:00
13:30～13:50

会　　　　場 時　　間 会　　　　場 時　　間

幼　稚　園

奈義保育園

旬を食べ
る

旬を食べ
る

～地産地消のすすめ～

…… 洗ってかしておく

…… 薄めの短冊切り
…… 短冊切り
…… 半分に切って薄切り
…… 短冊切り

　犬の登録は犬の一生に一度ですが、狂犬病予防注射は毎年受けなければなりません。飼い主
の方は、次の狂犬病予防集合注射会場か、個別に動物病院で注射を受けてください。

対　　象　　生後91日以上の犬（平成７年以降に登録をしている犬は、登録は不要です）
料　　金　　新規登録と注射の場合　　　　　5,800円
　　　　　　注射のみの場合　　　　　　　　2,800円　　※いずれも予防注射済票交付手数料（550円）を含みます。

狂犬病予防集合注射会場及び時間

※飼い犬の死亡や譲渡、飼い主の住所変更があった場合は必ず
ご連絡ください。
　また、この集合注射とは別に動物病院等で予防注射を受けられた方は保健相談センターで予防注射済票の交付を受け
てください。(この際に、注射済証と交付手数料550円が必要です)。
●お問い合わせ先　保健相談センター☎36-6700

★たけのこご飯（６人分）
　・米…………………カップ３
　・だし汁……カップ３と1/3
　・ゆでたけのこ……… 200g
　・油揚げ…………………1枚
　・しいたけ………………3枚
　・にんじん……………  50g
　・鶏肉…………………100g
　・つけ汁（塩……小さじ２、酒……大さじ２、
　　　　　　しょうゆ……大さじ３）
　・青味………………… 少々

（1）つけ汁にたけのこ・油揚げ・鶏肉をつけて下味を
つける。

（2）米に１の具をつけ汁と一緒に加え、他の具も加え
て炊き上げる。

（3）ご飯を蒸らしたら、軽く混ぜて器に盛り、青味を
あしらう。

　　　
　  たけ
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犬の登録と狂犬病予防注射

4月

21
日㈯

4月

22
日㈰

　65歳以上の方（第１号被保険者）の介護保険料は、
奈義町の介護保険サービスに必要な費用などから算出
された基準額をもとに、前年の所得に応じて決まりま
す。
　介護保険サービス費用・利用者とも年々増加してい
ますが、介護給付費準備基金の全額を取り崩すことと、
今後、町全体で介護予防に取り組んでいただくことを
前提として、平成24年度から26年度の３年間の介護
保険料は、料金改定は行わず、現在の料金を据え置き
することとなりました。　

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階
（基準額）

第５段階

第６段階

対 象 者
生活保護の受給者及び老齢福祉
年金受給者で、世帯全員が町民税
非課税の方

世帯全員が町民税非課税の方で、
本人の前年の合計所得金額と年
金収入の合計が８０万円以下の方
世帯全員が町民税非課税の方で、
第２段階に該当しない方

世帯の誰かに町民税が課税され
ているが、本人は町民税非課税の
方
本人が町民税課税で、前年の合計
所得金額が190万円未満の方
本人が町民税課税で、前年の合計
所得金額が190万円以上の方

調整率

0.5

0.5

0.75

1.0

1.25

1.5

保 険 料

28,200円

28,200円

42,300円

56,400円

70,500円

84,600円

所得段階

平成24年度から26年度年間介護保険料額

平成24年度からの
介護保険料は据え置きします。

 園庭に咲き誇った色とりどりの花とともに、
希望に満ちた新年度がスタートしました。今
年は、71名の可愛い園児が入園してきました。
　保育園では、保育目標を
　・健康な子ども　
　・心豊かな明るい子ども
　・仲間と共に育つ子ども　
　・自分の思いが表現できる子ども
と定め、子どもたちが明るくのびのびと育つ
ことができるよう保育に努めていきたいと思
っています。特に、０歳児から３歳児までは
心も体も大きく成長し、人間形成に大変重要
な時期です。保育園では、保護者の方に安心
して預けていただけるよう、また、一人ひと
りの子どもたちが健やかに成長できるよう、
保護者の方と連携を密にしながら保育してい
きたいと考えています。
　また、年間を通して保育園ならではの行事
や、季節感溢れる行事を大切にしながら、子
どもたちが日々楽しく過ごせるよう、職員一
同心新たに努力していきますので、皆様方の
ご指導、ご協力をよろしくお願いします。

　３月16日、町内２園で卒業式を行い、
年長児37名が幼稚園での思い出と小学
校入学への期待で胸をいっぱいにして
巣立っていきました。卒園に先立ち、
３月６日に恒例のお別れ会で、園児た
ちは、１年間の思い出や合奏、大縄跳
びやあやとりなどを発表し、保護者の
方に成長した姿を見ていただきました。
　また、保護者の方も子どもたちのた
めに、忙しい中、練習や準備をしてい
ただいたり、劇やダンス、武道や銭太
鼓などを披露していただきました。保
護者の方の息のあった素晴らしい演技
に子どもたちは大喜びで、和やかな雰
囲気の中、楽しい時間を過ごしました。
　平成２４年度は、４５名の新入園児を迎
え、年長児４３名と併せて８８名でスター
トします。保護者、地域の皆様と連携
しながら、「豊かな心を持ち、生き生
きと活動する幼児」を目指し、職員一
同頑張っていきますので、これからも
温かいご指導ご支援をよろしくお願い
します。
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会　　　　場 時　　間 会　　　　場 時　　間

幼　稚　園

奈義保育園

旬を食べ
る

旬を食べ
る

～地産地消のすすめ～

…… 洗ってかしておく

…… 薄めの短冊切り
…… 短冊切り
…… 半分に切って薄切り
…… 短冊切り

　犬の登録は犬の一生に一度ですが、狂犬病予防注射は毎年受けなければなりません。飼い主
の方は、次の狂犬病予防集合注射会場か、個別に動物病院で注射を受けてください。

対　　象　　生後91日以上の犬（平成７年以降に登録をしている犬は、登録は不要です）
料　　金　　新規登録と注射の場合　　　　　5,800円
　　　　　　注射のみの場合　　　　　　　　2,800円　　※いずれも予防注射済票交付手数料（550円）を含みます。

狂犬病予防集合注射会場及び時間

※飼い犬の死亡や譲渡、飼い主の住所変更があった場合は必ず
ご連絡ください。
　また、この集合注射とは別に動物病院等で予防注射を受けられた方は保健相談センターで予防注射済票の交付を受け
てください。(この際に、注射済証と交付手数料550円が必要です)。
●お問い合わせ先　保健相談センター☎36-6700

★たけのこご飯（６人分）
　・米…………………カップ３
　・だし汁……カップ３と1/3
　・ゆでたけのこ……… 200g
　・油揚げ…………………1枚
　・しいたけ………………3枚
　・にんじん……………  50g
　・鶏肉…………………100g
　・つけ汁（塩……小さじ２、酒……大さじ２、
　　　　　　しょうゆ……大さじ３）
　・青味………………… 少々

（1）つけ汁にたけのこ・油揚げ・鶏肉をつけて下味を
つける。

（2）米に１の具をつけ汁と一緒に加え、他の具も加え
て炊き上げる。

（3）ご飯を蒸らしたら、軽く混ぜて器に盛り、青味を
あしらう。

　　　
　  たけ

のこは
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で方】
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を切り
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。

犬の登録と狂犬病予防注射

4月

21
日㈯

4月

22
日㈰

　65歳以上の方（第１号被保険者）の介護保険料は、
奈義町の介護保険サービスに必要な費用などから算出
された基準額をもとに、前年の所得に応じて決まりま
す。
　介護保険サービス費用・利用者とも年々増加してい
ますが、介護給付費準備基金の全額を取り崩すことと、
今後、町全体で介護予防に取り組んでいただくことを
前提として、平成24年度から26年度の３年間の介護
保険料は、料金改定は行わず、現在の料金を据え置き
することとなりました。　

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階
（基準額）

第５段階

第６段階

対 象 者
生活保護の受給者及び老齢福祉
年金受給者で、世帯全員が町民税
非課税の方

世帯全員が町民税非課税の方で、
本人の前年の合計所得金額と年
金収入の合計が８０万円以下の方
世帯全員が町民税非課税の方で、
第２段階に該当しない方

世帯の誰かに町民税が課税され
ているが、本人は町民税非課税の
方
本人が町民税課税で、前年の合計
所得金額が190万円未満の方
本人が町民税課税で、前年の合計
所得金額が190万円以上の方

調整率

0.5

0.5

0.75

1.0

1.25

1.5

保 険 料

28,200円

28,200円

42,300円

56,400円

70,500円

84,600円

所得段階

平成24年度から26年度年間介護保険料額

平成24年度からの
介護保険料は据え置きします。
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こんなに大きくなりました　   歳で～す

平成23年３月生まれ

17日㈫ 10：30～11：00 音遊び

11：00～12：0024日㈫

10：00～12：00４月５日㈭
10：00～12：0012日㈭

10：00～12：0019日㈭

なぎ

チャイ
ルドホ

ーム

つどい
の広場

「ちゅ
くしん

ぼ」

ぴかぴかDay（年度始めのそうじをみんなでします)
０・１歳児あつまれ! ＆ 育児相談 

おないどしきんちゃい !
よちよち広場との交流日（よちよち広場の皆
さんが遊びに来ます）
０・１歳児あつまれ!10：00～12：0026日㈭

　～図書館からのお知らせ～

13：00～13：30
４月11日㈬

24日㈫
13：15～13：45
9：30～10：00

13：00～13：30

18日㈬
フッ素塗布 乳歯が4本以上生えた乳児～小学校入学前までの希望者
よちよち広場 生後３か月～生後１歳６か月の乳幼児

平成23年11月１日～平成24年１月31日生まれの乳児乳児健康診査
１歳６か月児健康教室 平成22年８月１日～平成22年10月31日生まれの幼児

【注意】４月２日㈪～４日㈬はお休みします。

なぎチャイルドホーム

受付時間月　日 行　　　事 対　　　象　　　者場　所

毎週月～金曜日
時　　間
10：00～15：00

場　　　所
なぎチャイルドホーム

対 象 者 ・ 内 容
乳幼児と保護者の情報交換と交流

月 日

※主に小学生以下のお子様と妊婦
　を対象とした行事を紹介します

10：00～15：00 なぎチャイルドホーム
幼・小・中学生をはじめ、地域の皆さんもい
つでも遊びにおいでください｡
今月の休日オープン日は４月７日㈯

毎週
月～金曜日

時　　間 場　　　所 対 象 者 ・ 内 容月 日

◎問い合わせ先　奈義町保健相談センター ☎36-6700

◎問い合わせ先　なぎチャイルドホーム ☎36-8241♪明治・大正・昭和期の貴重な｢歴史的音源｣を♪
聞くことができるようになりました

　歴史的音盤アーカイブ推進協議会（HiRAC）がデジタ
ル化し、国立国会図書館が提供する、1900年初頭から1950
年頃までに国内で製造されたSP盤等の貴重な音楽･演説等
のデジタル音源を、地域の公立図書館で聞くことができる
サービスが始まりました｡
●利用方法
　奈義町立図書館内のインターネットパソコンで検索・聴
取できます。利用方法は、職員にお問い合わせください。
（なお、複製やダウンロードはできません｡）
●含まれる音楽等
　落語、長唄、楽曲（ギター、琴、尺八等)、歌劇、浄瑠
璃（義太夫節、清元節、常磐津節)、浪花節、歌謡曲、講
演、ジャズなど。現在までに約２万6000音源がデジタル化
済みで、最終的に約５万音源がデジタル化される予定です。
●こんな音源を聞くことができます（例）
『謡曲　羽衣』(ニッポンノホン、1910年頃）謡：宝生九郎
『落語　うどんや』(コロムビア、1922年）落語：柳家小
さん（３代目）

『富岡先生（新国劇)』(ビクター、1928年）原作：国木田
独歩、脚色：真山青果、出演：沢田正二郎ほか

『演説　普通選挙について』(コロムビア、1928年）(ニッ
ポンノホン、1928年）演説：尾崎行雄

『乙女の祈り』(キングレコード、1960年）作詞：音羽た
かし、作曲：宮川泰、歌：ザ・ピーナッツ　など多数

●問い合わせ先　奈義町立図書館　☎36-5811
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『演説　普通選挙について』(コロムビア、1928年）(ニッ

ポンノホン、1928年）演説：尾崎行雄
『乙女の祈り』(キングレコード、1960年）作詞：音羽た

かし、作曲：宮川泰、歌：ザ・ピーナッツ　など多数
●問い合わせ先　奈義町立図書館　☎36-5811
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（
民
間
信
仰
）

４月25日㈬、奈義町現代美術館では、開館記念として
無料開放を実施いたします。当日に限り、美術館に来ら
れた方は無料で入館できます。この機会に是非、美術館
にお越しいただき、ゆっくりとお楽しみください。

開館記念で現代美術館を
無料開放します！

保健相談
センター

先
づ
歩
く
こ
と
が
幸
せ
青
き
踏
む

　
　
　
　
　
　
　

黒
田　

晋
平

さ
さ
や
か
な
手
土
産
を
提
げ
卒
業

子　
　
　
　
　
　

有
元　

文
子

重
ね
着
を
更
に
重
ね
て
老
ゆ
る
か

な　
　
　
　
　
　

内
藤　
　

恵

命
名
を
書
き
上
げ
朝
の
初
音
か
な

　
　
　
　
　
　
　

上
原
�
じ
江

縁
側
に
ひ
ら
く
針
箱
日
脚
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　
　

浅
野
三
喜
枝

帰
園
児
の
会
話
に
入
る
春
の
風

　
　
　
　
　
　
　

高
村　

令
子

踏
青
や
山
風
い
ま
だ
頰
を
刺
す

　
　
　
　
　
　
　

廣
友
美
枝
子

植
え
物
の
場
所
の
割
り
振
り
日
脚

伸
ぶ　
　
　
　
　

上
原　

民
子

寒
の
鯉
雲
一
塊
の
動
か
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　

関
場
た
き
江

俳 

句 

会

三 

月

中
島
東
の

六
体
地
蔵
尊

　

中
島
東
に
あ
る
西
坪
城
跡
を
近

年
有
元
城
跡
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

有
元
家
の
墓
地
に
祀
ら
れ
て
い
ま

す
。
舟
型
地
蔵
と
も
呼
び
ま
す
が

こ
の
背
形
は
「
蓮
」
の
花
び
ら
で

極
楽
浄
土
を
表
し
ま
す
。
死
者
が

極
楽
浄
土
へ
無
事
に
着
く
様
に
と

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲ 國
く に と み

富　杏
き ょ う か

香 ちゃん
７日生まれ（柿)

父・宏大さん　母・佳那さん
★我が家のアイドル杏ちゃん♡

スクスク育ってネ♡

▲ 水
みずしま

島　淳
じゅんぺい

平 くん
19日 生まれ（行方)

父・宏二さん　母・紀美子さん
★三代目Daxʼsを受け継ぎます

‼

▲ 上
う え は ら

原　勘
か ん た ろ う

太朗 くん
28日生まれ（中島西)

父・光昭さん　母・春奈さん
★１歳おめでとう♡元気いっぱ

いの勘ちゃんでいてね。

▲木
き の し た

下　創
そ う き

喜 くん
31日生まれ（滝本)

父・典彦さん　母・美津子さん
★父さん、母さん、結音のとこ

ろに来てくれてありがとう。

19



●
５
月
号
は
４
月
９
日
㈪
が
締

　

め
切
り
で
す
。

　

ま
た
、
町
・
広
報
委
員
会
な

ど
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
提
案

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

火　　　災　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

救　　　急　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

２

月

累
　

計

0

件

0

件

２

月

累
　

計

6

件

14

件

建　物
林　野
その他

0件
0件
0件

建　物
林　野
その他

5件
0件
1件

建　物
林　野
その他

0件
0件
0件

建　物
林　野
その他

11件
0件
3件

２月
累計

件　　数 搬送人員
20件
33件

17人
29人

件　　数 搬送人員
595件

1,164件
533人

1,057人

津山圏域消防組合

※ 電話で必ずご確認ください。

平成24年２月29日現在

２月11日 ～ ３月10日受付
（敬称略）

２月21日 ～ ３月20日受付
（敬称略）

ご誕生おめでとうございます

死亡おくやみ申し上げます

ご結婚おめでとうございます

各課直通ダイヤル
ご用の課へ直接電話してください

休　日　当　番　医

△

滝　本　・　久　永　嵐　士　くん
　　　　　　　　　　　（敬三・恵）

建設上下水道課
土木建設係
上下水道係

出 納 室

総 務 課

議会事務局

海洋センター

税務住民課

演習場対策室

健康福祉課

ビ カ リ ア
ミュージアム
那 岐 山 麓
山 の 駅

教育総務課

美 術 館
図 書 館

文化センター

観光案内所

ウォーキングプール

地域包括支援
セ ン タ ー 36-4119

産 業 振興課

（平成24年３月１日現在）

2,400世帯

6,270

人
人

男
女

人
（先月比較 －19） 

3,075
3,195

意見・提案
「サークル紹介」

募  集

広　岡　・　福　永　　　等（94歳）
滝　本　・　山　上　　　都（62歳）
滝　本　・　高　森　きぬ子（93歳）
西　原　・　野々上　久　子（64歳)
高　円　・　有　元　芳　男（87歳）
小　坂　・　小　童　厚　於（80歳）
滝　本　・　大　内　美　義（82歳）
行　方　・　立　石　忠　子（89歳）

　香典返しとして
広　岡　・　髙　山　あやめ（亡子・隆浩）
広　岡　・　福　永　卓　志（亡父・等）
滝　本　・　高　森　　　徹（亡祖母・きぬ子)
中島西　・　芦　田　祐　治（亡姉・悦子）
宮　内　・　森　安　裕　二（亡父・清明）
行　方　・　立　石　　　護（亡母・忠子）

　米寿祝い返しとして
滝　本　・　久　永　　　茂

　社会福祉のために
㈲宝興産　奈義町営業所
　　　　　　代表取締役　山本盛雄
奈義町カラオケ同好会

　福祉用具寄付
岡山県建設業協会美作支部青年部

4

荒内西　・　二　宮　和　浩
　　　　　　　　　　美緒栄（岡山市）

　柿　　・　定　森　成　美（津山市）
　　　　　　　　　　久美子

４月
1日

8日

15日

長 尾 医 院
勝央町　☎38 -6565

小 林 医 院
勝央町　☎38 -2008

22日

29日

さ と う 記 念 病 院
勝央町　☎38 -6688

30日 松 野 内 科 医 院
美作市勝田地区 ☎0868-77-1310

日 本 原 病 院
津山市日本原　☎36 -3311

小 坂 田 医 院
勝央町　☎38 -2043

奈義町こども映画会
●日時　４月22日㈰ 午後１時～
　　　　　　　　　　　　※開場は30分前
●場所　奈義町文化センター
●内容
　ドラえもん｢のび太と奇跡の島」午後１時～
　ナルト疾風伝｢ブラッド・プリズン」午後３時～
●その他　入場料金　１日券500円 
　　　　　4歳以上（幼稚園児以上有料）
●問い合わせ先
　奈義町文化センター  ☎36-3034

●
日
時　

４
月
20
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

●
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
・
行
政
相
談
委
員
・
民
生
児

童
委
員
・
教
育
相
談
員

●
相
談
内
容

相
続
、
登
記
、
金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、
隣

り
近
所
、
家
庭
内
、
体
罰
、
名
誉
侵
害
、
人
権
、

環
境
、
農
地
問
題
、
税
金
、
年
金
、
い
じ
め
、

非
行
、
教
育
な
ど
に
関
す
る
諸
問
題

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
ま
た

相
談
日
以
外
で
も
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談

委
員
は
自
宅
で
、
教
育
相
談
は
専
用
電
話
☎
36

︲
８
１
１
０
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
行
政・悩
み
ご
と・心
配
ご
と・教
育
相
談

　

岡
山
地
方
・
家
庭
裁
判
所
津
山
支
部
会
議
室

●
担
当　
岡
山
弁
護
士
会
、
岡
山
地
方
法
務
局

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
市
北
区
南
方
１
︲
８
︲
42

　

岡
山
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

　

☎
０
８
６
︲
２
２
２
︲
６
７
７
１

　

土
地
、
家
屋
、
交
通
事
故
、
金
銭
の
貸
借
、

離
婚
、
相
続
、
人
権
、
子
供
の
非
行
・
人
権
、

登
記
な
ど
の
法
律
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
事
前
申
込
み
不

要
）。

●
開
催
日　
５
月
11
日
㈮

●
受
付
時
間　
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

●
場
所　
岡
山
県
津
山
市
椿
高
下
52

 

「
優
良
運
転
者
表
彰
」
を
ご
希
望
さ
れ
る
方

は
、
役
場
総
務
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
表
彰
区
分

　

⑴
業
務
運
転
者　

５
年
・
１０
年
・
１５
年
以
上

　

⑵
一
般
運
転
者　

１０
年
・
２０
年
以
上

（
表
彰
年
数
に
つ
い
て
は
、
希
望
年
数
の
下

位
年
数
の
受
賞
を
さ
れ
た
方
）

●
必
要
書
類

　

・
優
良
運
転
者
表
彰
経
歴
申
告
書

　

・
無
事
故
無
違
反
証
明
書

※
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
両
面
コ

ピ
ー
で
Ｏ
Ｋ

※
無
い
方
は
、
委
任
状
・
印
鑑
と
７
０
０

円
が
必
要

・
自
動
車
運
転
免
許
証
の
コ
ピ
ー

●
申
込
期
限　
４
月
１６
日
㈪

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

役
場 

総
務
課

　

☎
36
︲
４
１
１
１

■
無
料
法
律
・
人
権
相
談
所
開
設

2020

■
優
良
運
転
者
表
彰
の
お
知
ら
せ



●
５
月
号
は
４
月
９
日
㈪
が
締

　

め
切
り
で
す
。

　

ま
た
、
町
・
広
報
委
員
会
な

ど
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
提
案

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

火　　　災　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

救　　　急　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

２

月

累
　

計

0

件

0

件

２

月

累
　

計

6

件

14

件

建　物
林　野
その他

0件
0件
0件

建　物
林　野
その他

5件
0件
1件

建　物
林　野
その他

0件
0件
0件

建　物
林　野
その他

11件
0件
3件

２月
累計

件　　数 搬送人員
20件
33件

17人
29人

件　　数 搬送人員
595件

1,164件
533人

1,057人

津山圏域消防組合

※ 電話で必ずご確認ください。

平成24年２月29日現在

２月11日 ～ ３月10日受付
（敬称略）

２月21日 ～ ３月20日受付
（敬称略）

ご誕生おめでとうございます

死亡おくやみ申し上げます

ご結婚おめでとうございます

各課直通ダイヤル
ご用の課へ直接電話してください

休　日　当　番　医
△

滝　本　・　久　永　嵐　士　くん
　　　　　　　　　　　（敬三・恵）

建設上下水道課
土木建設係
上下水道係

出 納 室

総 務 課

議会事務局

海洋センター

税務住民課

演習場対策室

健康福祉課

ビ カ リ ア
ミュージアム
那 岐 山 麓
山 の 駅

教育総務課

美 術 館
図 書 館

文化センター

観光案内所

ウォーキングプール

地域包括支援
セ ン タ ー 36-4119

産 業 振興課

（平成24年３月１日現在）

2,400世帯

6,270

人
人

男
女

人
（先月比較 －19） 

3,075
3,195

意見・提案
「サークル紹介」

募  集

広　岡　・　福　永　　　等（94歳）
滝　本　・　山　上　　　都（62歳）
滝　本　・　高　森　きぬ子（93歳）
西　原　・　野々上　久　子（64歳)
高　円　・　有　元　芳　男（87歳）
小　坂　・　小　童　厚　於（80歳）
滝　本　・　大　内　美　義（82歳）
行　方　・　立　石　忠　子（89歳）

　香典返しとして
広　岡　・　髙　山　あやめ（亡子・隆浩）
広　岡　・　福　永　卓　志（亡父・等）
滝　本　・　高　森　　　徹（亡祖母・きぬ子)
中島西　・　芦　田　祐　治（亡姉・悦子）
宮　内　・　森　安　裕　二（亡父・清明）
行　方　・　立　石　　　護（亡母・忠子）

　米寿祝い返しとして
滝　本　・　久　永　　　茂

　社会福祉のために
㈲宝興産　奈義町営業所
　　　　　　代表取締役　山本盛雄
奈義町カラオケ同好会

　福祉用具寄付
岡山県建設業協会美作支部青年部

4

荒内西　・　二　宮　和　浩
　　　　　　　　　　美緒栄（岡山市）

　柿　　・　定　森　成　美（津山市）
　　　　　　　　　　久美子

４月
1日

8日

15日

長 尾 医 院
勝央町　☎38 -6565

小 林 医 院
勝央町　☎38 -2008

22日

29日

さ と う 記 念 病 院
勝央町　☎38 -6688

30日 松 野 内 科 医 院
美作市勝田地区 ☎0868-77-1310

日 本 原 病 院
津山市日本原　☎36 -3311

小 坂 田 医 院
勝央町　☎38 -2043

奈義町こども映画会
●日時　４月22日㈰ 午後１時～
　　　　　　　　　　　　※開場は30分前
●場所　奈義町文化センター
●内容
　ドラえもん｢のび太と奇跡の島」午後１時～
　ナルト疾風伝｢ブラッド・プリズン」午後３時～
●その他　入場料金　１日券500円 
　　　　　4歳以上（幼稚園児以上有料）
●問い合わせ先
　奈義町文化センター  ☎36-3034

　

珍
し
い
花
を
咲
か
せ
る
様
子
を
見
て
延
命
し
た
こ
と
か
ら
の
名

前
と
か
？

　

花
弁
に
み
え
る
と
こ
ろ
は
が
く
片
で
、
花
弁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

４
月
の
終
わ
り
頃
か
ら
紫
が
か
っ
た
花
を
つ
け
ま
す
。
深
山
の
や

や
光
の
少
な
い
場
を
好
む
多
年
生
の
草
木
で
、
株
数
の
少
な
い
植

物
で
す
。

なぎの草木−238−
エンレイソウ

　

本
町
で
は
定
住
・
交
流
施
策
の
一
環
と
し
て

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
は
、
放

置
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
老
朽
化
が
進
み
、
物
件
と

し
て
の
価
値
が
下
が
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
な

る
前
に
、
空
き
家
の
売
却
・
貸
出
を
検
討
さ
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

本
町
の
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度
は
、
空
き

家
の
売
却
・
貸
出
を
希
望
さ
れ
る
方
の
お
手
伝

い
を
す
る
制
度
で
、
空
き
家
を
市
場
へ
流
通
さ

せ
る
こ
と
か
ら
、
入
居
者
決
定
ま
で
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

　

現
在
、
使
用
し
て
い
な
い
空
き
家
の
売
却
・

貸
出
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
奈
義
町
空
き
家
情

報
バ
ン
ク
登
録
（
変
更
）
申
請
書
及
び
承
諾
書

を
役
場
総
務
課
企
画
財
政
係
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
奈
義
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
役
場
総
務
課
企
画
財
政

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 

企
画
財
政
係

　

☎
36
︲
４
１
１
１

　

現
在
、
本
町
で
は
、
平
成
25
年
奈
義
町
カ
レ

ン
ダ
ー
作
成
に
あ
た
り
ま
し
て
、
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
皆
様
が
撮
影
し

た
写
真
が
奈
義
町
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
採
用
さ
れ

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
４
月
は
町
内
で
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
カ
メ
ラ
を
片

手
に
お
出
掛
け
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

募
集
要
項
な
ど
詳
し
く
は
、
広
報
紙
２
月
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課

　

☎
36
︲
４
１
１
１

21

■
空
き
家
情
報
の
募
集
に
つ
い
て

■
奈
義
町
カ
レ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ト

　

コ
ン
テ
ス
ト
募
集
中



＝
役
場　

  

＝
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
　

  

＝
図
書
館
　

  

＝
美
術
館
　
　
　
　
　

は
毎
週
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
日

＝
海
洋
セ
ン
タ
ー
　

  

＝
ビ
カ
リ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　

  

＝
山
の
駅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
毎
週
月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
は
休
館
日

＝
文
化
セ
ン
タ
ー
　

  

＝
観
光
案
内
所  　

＝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ー
ル
　
　
　
　

は
毎
週
月
曜
日
は
休
館
日

平
成
24
年
４
月
号
　
　

第
665
号

※日程は変更する場合がありますので必ずお確かめください。

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 1 2 3 4 5
5 月

材料
・マカロニ……………150ｇ
・里芋(親芋)……中１くらい
・干ししいたけ………中３枚
・たまねぎ………………適量
・バター…………………大１
・パン粉………１／２カップ
・チーズ………………  25ｇ
・ホワイトソース
　・バター………………60ｇ
　・小麦粉(米粉)………80ｇ
　・牛乳……………１カップ
　・塩・コショウ………適量

★ マカロニグラタン（５皿分）

(1）干しいたけは中半分にし、線に切り、
里芋（親芋）は半分にし、線に切り、
カリッと揚げる。

(2）玉ねぎをスライスする。
(3）マカロニは、たっぷりの湯に塩を入れ

て８分間程度茹でる。
(4）フライパンにバターを敷き、玉ねぎを

十分炒めてから、しいたけ、マカロ
ニを炒める。

(5）ホワイトソースを入れ、バターを塗っ
た皿に取り分ける。

(6）カリッと揚げた里芋を上にのせ、ホワ
イトソース、溶かしたバター、パン
粉とチーズを混ぜたものを上にかけ、
オーブン200℃で15分間焼く。

作
り
方

〒708-1392  岡山県勝田郡奈義町豊沢306-1　☎（0868）36－4111
5（0868）36－4009http://www.town.nagi.okayama.jp/　　E-mail:soumu@town.nagi.okayama.jp

「広報なぎ」は、地球温暖化、天然資源の枯渇など環境問題に取り組むため再生紙を使用し、経費節減・ごみ発生抑制に努めています。

★料理研
究家

　馬場香
織先生

　　　　
　おスス

メ！
食卓に一品  ！ 里芋料理

奈義の朝市
  （山彩村 9：30～）
山の駅臨時休業
悠々クラブ

銭太鼓教室、郷土
の歴史を知る会

陶芸教室

保育園入園式
　　　   （9：30～）
詩吟、大正琴、
昔話語りの会、
英会話、銭太鼓、
押花教室

小学校入学式

勝田郡消防操法訓練大会
奈義町こども映画会
　　 （　13：00～）
悠々クラブ、
銭太鼓教室

詩吟、英会話、
日本画教室

教育相談日
幼稚園入園式
（滝川つくし9：00～、
中央東10：00～）
太鼓、俳句会教室

春陽会
       （　10：00～）
日舞、囲碁教室

太鼓、大正琴、
尺八教室

教育相談日
おはなしのへや
      （　11：00～）
ホワイトプラム、
太極拳教室、
悠々クラブ

奈義町交通安全日
中学校入学式
短歌会、英会話、
詩吟、日本画教室

教育相談日
太鼓、手芸、
絵手紙教室

子育てサロン
           （保育園）
日舞、囲碁、
絵キルト教室

行政・悩みごと・心
配ごと・教育相談日
       （　10：00～）
参観日 （幼稚園)
太鼓、尺八、絵画、
大正琴教室

教育相談日
奈義町交通安全日
美術館開館記念
　　　  無料開放
中学校修学旅行（～27日）
太鼓、大正琴教室

第27回那岐登山ふ
れあい大会（馬天嶺
入口 8：30～)
横仙歌舞伎四季の
公演「春」（松神神
社 13：00～）

教育相談日

春陽会
　　 （　10：00～）
お弁当の日
　　　  （保育園）
日舞、囲碁教室

図書館整理日
参観日（小学校）
熟年の会、太鼓、
尺八、大正琴教室

菜の花まつり
（中島西果樹園 ～22日）
狂犬病予防注射
           （～22日）
参観日（中学校）
ホワイトプラム、
太極拳教室

教育相談日
なぎ昔話語りの会
「春の公演」
　　 （　11：00～）
那岐山麓山の駅
オープン11周年感
謝祭（　10：00～）

那岐山安全祈願祭
       （　10：00～）
幼稚園開放日
 （14：30～16：00）
大正琴、英会話、
詩吟、銭太鼓教室

教育相談日
太鼓、手芸教室

囲碁、日舞、
陶芸教室

幼稚園・小・中学校
始業式
太鼓、尺八、絵画、
大正琴教室

教育相談日
作元朋子展
        （　 ～5/6）
アーティスト・カフェ
vol.34（  14：30～）
手編み、太極拳教室

日 月 火 水 木 金 土

振替休日

憲法記念日 みどりの日 こどもの日

昭和の日

今月の納税＝軽自動車税(全期）

悠々クラブ、
太極拳教室

2012 4
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